
 

 

平成 29 年 第９回 三朝町教育委員会 定例会 日程 

と き：平成 29 年８月 28 日（月）午後１時 30 分 

ところ：三朝町役場 第３会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録承認 

 

３ 議事録署名委員指名 

 

４ 報告事項 

全国学力・学習状況調査結果（速報）について【別紙 当日配布】 

児童生徒の全国大会等の状況について 

教育委員県外視察報告について【別紙 当日配布】 

名勝及び史跡三徳山の追加指定要望について 

みささワクワク宿泊体験塾 2017 の実施について 

三朝町芸能文化祭について 

夏休み図書館の利用について 

 

５ 議 事 

議案第 29号 平成 29 年度教育関係費補正予算（平成 29 年９月）について 

議案第 30号 平成 28 年度教育関係歳入歳出決算について 

  

６ 協議事項 

 

 

７ その他 

 

８ 閉 会 

 

次回定例会：平成２９年９月  日（ ）   ：  ～  役場第３会議室 



４ 報告事項 

【教育総務課】 

月日   時間 内容 

8 月 1日 火 13:30- 第８回教育委員会定例会【三朝町役場】 

  14:40- 訪仏事前学習会【中学校】 

  19:00- 訪仏説明会【中学校】 

8 月 3日 木  鳥取県小学校水泳大会【米子】 

  ～７日 阿波おどりカップ全国学童野球大会【徳島県】スポ少 

 結果：１回戦 延長３対 10 福岡 負け 

8 月 4日 金 10:30- 第 61 回キュリー祭式典【文化ﾎｰﾙ】 

8 月 7日 月 15:00- 第３回中部教育研究会【倉吉市役所】 

  19:00- 三朝町教育講演会【文化ﾎｰﾙ】【台風により中止】 

8 月 8日 火 10:30- 第５回教育委員会臨時会【三朝町役場】 

  14:40- 訪仏事前学習会【中学校】 

8 月 9日 水 13:00- 平成 29 年度市町村教育委員会委員研修会【ｾﾝﾄﾊﾟﾚｽ倉吉】 

8 月 10 日 木 10:00- 三朝町行政報告会 

8 月 17 日 木 14:40- 訪仏事前学習会【中学校】 

  ～18 日 中国五県町村教育長研究大会【広島県大崎上島町】 

8 月 18 日 金 18:30- こども将棋教室【文化ﾎｰﾙ】 

8 月 19 日 土  第 33 回全国小学生陸上競技交流大会【横浜日産ｽﾀｼﾞｱﾑ】赤熊琴：南６

ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投 

 結果：決勝進出 19 位 

8 月 20 日 日  鳥取県合唱コンクール 

 中学混声の部 金賞、県教育長賞 9/24 中国大会【山口市】 

 吹奏楽 小編成中学校の部 銅賞 

8 月 21 日 月 18:30- こども将棋教室【文化ﾎｰﾙ】 

  ～22 日 地方教育アドバイザー来町 

8 月 22 日 火 14:40- 訪仏事前学習会【中学校】 

8 月 23 日 水 ～24 日 多賀町調印式（教育長、西小校長）【滋賀県多賀町】 

8 月 24 日 木  中学校始業式 

  15:30- 地域協議会連絡会【文化ホール】 

8 月 25 日 金 19:00- 三朝町立小学校統合準備委員会（第５回） 

8 月 26 日 土 10:00- みささ土曜楽校（小学生学力アップ講座）【文化ﾎｰﾙ】 

8 月 27 日 日  県青少年郷土芸能の祭典【ｱﾛﾊﾎｰﾙ】南小さいとりさし 

    

8 月 28 日 月  南小始業式 

  13:30- 第９回教育委員会定例会【三朝町役場】 

8 月 29 日 火 ～４日 ふれあい運動 

8 月 29 日 火  東小始業式、西小始業式 

9 月 4日 月 9:30- 第５回小中学校長会【三朝町役場】 

9 月 9日 土  中学校運動会 

9 月 10 日 日  東小運動会 

   南小運動会 

9 月 22 日 金 ～28 日 中学生手作り訪仏事業 

9 月 24 日 日  中国合唱コンクール 中学校混声の部【山口市】 

9 月 26 日 火  学校オープン【各小中学校】 

9 月 27 日 水  学校オープン【各小中学校】 

9 月 30 日 土 10:00- みささ土曜楽校（小学生音楽講座）【三朝ﾊﾞｲｵﾘﾝ美術館】 
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各課局の主な行事等 （課名：社会教育課） 

９

月 

主な行事等 

午 前(8:30～12:00) 午 後(13:00～17:00) 夜(17:00～） 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８   骨盤調整ヨーガ 19:30～ 

９    

10 中部駅伝競走大会   

11    

12    

13    

14    

15  学校支援ボランティア研修会 13:00～  

16 みささ青空体験塾 9:00～   

17    

18    

19    

20    

21    

22 三朝大学 9:00～  骨盤調整ヨーガ 19:30～ 

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

    

（10 月分） 
10 月 1 日（日）～７日 わくわく宿泊体験塾   10 月 26 日～27 日 中国・四国社会教育研究大会 

10 月１日（日）    町スポレク祭 

10 月８日（日）10:00～ 正善院上棟式 

10 月 20 日（金）14:30～中学生講演会    
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平成29年８月28日開催 

三朝町教育委員会定例会 

社会教育課 平成２９年度８月期の報告事項 

 

①人権教育講座（７月 ６講座開催） 

 ６日 子どもの人権 参加者72名、１２日 高齢者の人権 参加者47名、 

 14日 同和問題 参加者34名、21日 災害と人権 参加者45名 

 26日 障がいと人権 参加者52名、28日 インターネットと人権 参加者38名 

                        合計288名 

②東伯郡民体育大会（主会場 北栄町） 

 ７月２日、８日、９日、15日、16日  ※９日雨天により陸上他屋外競技中止 

 

③古文書を読む会 

 ６月13日、27日、７月11日、25日（延期） 

 講師 県立博物館 主任学芸員 大嶋陽一 氏 

 参加申込者 １５名 

 

④人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会 

 ８月３日 倉吉市 参加者 ２５名  スタッフ１５名 

 

⑤国登録有形文化財南菀寺 地盤修理 

 ８月４・５日 

 

⑥三朝町城陽市文化スポーツ交流事業 

 ８月７日～９日 ２泊３日 台風５号のため中止 

 

⑦三朝町民ゴルフ大会 

 ８月23日 旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部 

 参加チーム22チーム 78名 

 団体優勝   個人優勝 

 

⑧三朝町少年補導委員協議会研修会 

 ８月26日 参加者 

 

⑨第18回鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭 

 ８月26・27日（夏季大会） 水泳 小学生 男子11人（西６、東５）、女子11人（西６、

東２、南３）、中学生 男子４人、女子１人 
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名勝及び史跡三徳山の指定地の追加指定について 
 

１ 追加指定の事由 

 名勝及び史跡三徳山の指定地と一体をなす未指定地が点在しており、そのうち厳正

保全区域及び隣接地については三徳山の重要な地域であること、外国資本の取得及び

無秩序な開発から保護するため、町教育委員会が文化庁に追加指定を要望していると

ころである。 

 

２ 指定対象の名称 

 名勝及び史跡三徳山
みとくさん

 

 （履歴 名勝及び史跡指定 昭和９年７月７日文部省告示第217号） 

 

３ 指定の対象の所在地 

 鳥取県東伯郡三朝町大字三徳字大瀬丸1135番 外 19筆 等 

 

４ 指定対象地域の面積 

 既指定面積   2,554,172.19㎡ 

 追加指定面積     16,296.61㎡ 

 合計      2,570,468.80㎡  

  

５ 指定対象の状況及び調査・保存の経緯 

(１)指定等の対象の状況 

 ①「大瀬丸」と呼ばれる地域の 18 筆と、隣接の「大瀬丸頭」１筆及びこれらに隣

接する里道・水路である。 

 ②指定予定地はスギの植林地が大部分を占めるが、以前はほとんどが田又は畑、あ

るいは原野であり、農地として使用されていた。 

 ③昭和９年の名勝及び史跡指定の際、生活基盤である農業を保護する目的から、当

時指定を検討されていた範囲のうち一部の農地を指定地から除外されたものと考

えられる。 

(２)文化財の価値 

 ①かつて修験者が三徳山への入山の前に身を清め、穢れを祓ったと伝わる通称

垢離取
こ り と り

川の西側に隣接している。 

 ②享保19年（1734）に描かれた『美徳山三佛寺境内絵圖』にも、「大瀬丸」「垢離取

川」の名が見えることから、古くから三徳山における重要な地域として認識され

ていたことがわかる。 

 ③指定対象地内の垢離取川に、不動滝（三朝町指定名勝）があり、三徳山の重要な

信仰対象であった。 

 

６ 追加指定のスケジュール 

  平成２９年７月２１日 追加指定を文化庁に意見具申 

  平成２９年 秋 頃  文化審議会諮問・答申 
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「みささワクワク宿泊体験塾 2017」実施要項（案） 

 

１ 目的   

町内の異年齢の児童が親元を離れて三朝中学校寄宿舎で共同生活（通学合宿）をしなが

ら、身の回りのあらゆることを自分の力でやり遂げることにより、自主性や協調性を養う

ことを目的とする。 

 

２ 活動概要   

（１）異年齢の児童が、三朝町寄宿舎を利用して共同生活を行いながら通学する。 

（２）共同生活にあっては、食事・洗濯・掃除等の生活全般を児童だけで行う。 

（３）地域の方々の協力を得ながら、様々な体験活動を行う。 

 

３ 主催・後援 

（主催）三朝町教育委員会 （後援）青少年育成三朝町民会議 

 

４ 参加対象 

（１）町内小学校に通学する児童（４年生から６年生まで） 

    ※身の回りのことを自分の力でできるようになりたい人 

（２）定員は 20 名とする。なお、定員を超える申し込みがあった場合は、抽選により参加

者を決定する。 

 

５ 開催日程 

平成 29年 10 月１日（日）から 10月７日（土）まで（６泊７日） 

※詳細な日程は別記のとおり 

 

６ 場所 

  三朝中学校寄宿舎（三朝町本泉 電話 43-0003） 他 

 

７ 参加費   

１人 5,500 円   

※１ 内訳概算･･･食事代他（７日分）3,000 円、寝具レンタル料 2,000 円、雑費 500 円 

  ※２ 参加費は当日受付にて集金 

 

８ 持参品 

  米７合、洗面用具、タオル、学習用具、学校用衣類、宿舎用衣類（ふだん着、体操服、

下着等）、エプロン、三角巾（バンダナ）、ハンガー（３個）、スリッパ(寮生活中使用する)、

洗濯用ネット、健康保険証（写）、健康調査票（参加決定時に別途送付する）、常備薬 

 ※１ 持参品には必ず名前を記入すること。 

 ※２ 忘れ物がないように注意すること。 
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９ 申込方法   

（１）申込期限 平成 29 年９月 15 日（金） 

（２）申込み先 三朝町教育委員会 社会教育課 

 

10 その他 

 （１）通学にあっては、西小学校は徒歩、東小学校及び南小学校はバスで行う。ただし、

通学時間帯にバスの運行が無い場合は、公用車により学校まで送る。 

（２）原則、緊急時以外は保護者への連絡は行わない。 

（３）期間中、マンガやゲーム機など、学校で持込が禁止されているものは持参しないこ

と。万が一、持参した場合は期間中事務局が預かる。 

（４）寝具は主催者が用意する。（掛け布団、敷き布団、枕） 

 

 

（別記）日程（予定：都合により内容が変更となる場合がある） 

 

 

10 月 1 日 10 月２日 10 月３日 10 月４日 10 月５日 10 月６日 10 月７日 

（日） （月） （火） (水) (木) (金) (土) 

6：00  起床・洗面 起床・洗面 起床・洗面 起床・洗面 起床・洗面 起床・洗面 

6：30  朝食準備･朝食 朝食準備･朝食 朝食準備･朝食 朝食準備･朝食 朝食準備･朝食 朝食準備･朝食 

7：30  登校準備･登校 登校準備･登校 登校準備･登校 登校準備･登校 登校準備･登校 持参品片付 

8：00  学校 学校 学校 学校 学校 寄宿舎清掃 

9：30       閉会行事･解散 

14：30 受付(寄宿舎)       

15：00 
開会行事 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 
(ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ)  

16：00  買物･夕食準備 買物･夕食準備  買物･夕食準備  買物･夕食準備  
会 場 設 営 

夕 食 準 備 
 

17：00 買物･夕食準備 夕食・片付 夕食・片付 夕食・片付 夕食・片付 夕食・片付  

19：30 夕食・片付 班活動 温泉入浴 家族へ手紙 未定 お別れﾊﾟｰﾃｨｰ  

20：30 入浴 入浴  入浴 入浴 入浴  

21：30 班長会議 班長会議 班長会議 班長会議 班長会議   

22：00 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝  
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平成２９年度三朝町芸能文化祭開催要項 

 

●芸能の部 

１ 趣 旨 

町内の各種団体、事業所、集落等で日頃取り組んでいる文化芸術活動の発表の場と

します。 

また、演じる人、観る人が共に楽しむことにより、活動への意欲を高め、薫り高い文

化の創造と継承に努めるものとします。 

２ 日 時 平成２９年１１月２６日（日）１０：００～１５：００（予定） 

３ 会 場 三朝町総合文化ホール 大ホール 

４ 内 容 大ホールのステージで発表が可能なもの 

５ 対 象 三朝町民、町内各種団体及び事業所、三朝町文化団体連絡協議会加入団体 

６ 参加費 運営経費として、１団体 2,000 円の負担をお願いします。 

７ 条 件 

①照明等の舞台効果は希望を取りますが、希望に添えない場合があります。 

②写真・ビデオの撮影は可能とします。 

③出演順序につきましては希望をとりますが、主催者の決定に従ってください。なお、

出演時間に遅れないよう気をつけて下さい。 

④１団体の持ち時間は２０分以内とします。 

⑤出演種目が多数の場合は、出演時間等を調整させていただくことがありますのでご

了承ください。 

⑥参加者全員による芸能発表会として、運営の協力をお願いします。 

８ 申込み 
別紙申込書に記入のうえ、１０月６日（金）までに三朝町教育委員会社会教育課に提

出してください。 

 

●交流広場の部 

１ 趣 旨 

村おこしや地域づくりを進めている集落や団体の出展・特産品販売（飲食物・農産物

等）及び活動紹介など、町民への情報発信と交流の場とします。（個人出店はご遠慮く

ださい。） 

２ 日 時 平成２９年１１月２６日（日）１１：００～１４：００（予定） 

３ 会 場 三朝町総合文化ホール ロビー等 

４ 内 容 

①米・野菜・花・山菜・もち・おこわ・豆腐・燻製等の農産物や特産品の販売 

②弁当の販売 

③各団体の事業及び取組みなどの説明や紹介の展示等 

５ 対 象 上記内容に取り組んでいる町内の集落や団体など 

６ 出店料 運営経費として、１団体 1,000 円の負担をお願いします。 

６ 条 件 

①出店（展）にかかる消耗品・燃料費・人件費・食事代等の経費は、出店（展）者で負

担してください。 

②即売会・展示等の準備・撤去・掃除は、出店（展）者で行なってください。 

③総合文化ホールロビーを基本会場としますが、出店内容によってはホール前駐車場を

ご利用ください。 

７ 申込み 
保健所への届け出がありますので、別紙申込書に記入のうえ、１０月６日（金）までに

三朝町教育委員会社会教育課に提出してください。（期日厳守） 

 

●主催：三朝町文化団体連絡協議会 

（事務局：三朝町教育委員会社会教育課内 電話４３－３５１８、ＦＡＸ４３－０６４７） 
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平成２９年度 三朝町芸能文化祭 

｢ 町 民 作 品 展 ｣ 開 催 要 項 

 
１ 趣 旨  町内の各種団体、事業所、又は各個人等で日頃取り組んでいる創

作活動の発表の場として、町民作品展を開催し、広く町民等に芸術
作品の発表や鑑賞する機会を提供し、文化・芸術を愛好する気運を
高め、併せて『三朝町芸能文化祭』の開催機運を盛り上げることを
目的とする。 

 
２ 主 催 三朝町文化団体連絡協議会 
 
３ 会 期 平成２９年１１月２０日（月）～２７日（月） 
         
４ 会 場 三朝町総合文化ホール ２階 ホワイエ 
 
５ 部 門 洋画・版画・短歌・俳句・書道・絵手紙・生け花・陶芸・写真・ 
        ポーラセーツ・折り紙・切り絵・ペーパークラフト・籐編み・ 
        手芸（和裁・洋裁・パッチワーク・刺繍・編み物・織物・染物・ 
        人形系） 
 
６ 応募資格者 三朝町文化団体連絡協議会に所属するサークルの会員、その他町民、

町内在勤者 
 
７ 応 募 規 定 (1)応募できる作品は、一人３点までとする。 
        (2)著作権・肖像権等に十分注意し出品すること。 
        (3)各部門とも額装にガラスを使用しないこと。なお、ガラスケー

スも不可とする。 
        (4)作品展会場は、施錠のできないホール（ホワイエ）であること

を、十分承知の上、出品すること。 
        (5)次の作品は出展不可とする。 
          イ）会場の使用条件に触れる作品。 
           例 爆発物、危険物、悪臭のする物、床面及び壁面を傷つけ

たり、汚したりする恐れのある物等 
          ロ）出品者でなければ陳列できない作品及び管理上特別に注意 

を要する作品。 
           ハ）極端に大きい作品。 
 
 ８ 申込み〆切  平成２９年１０月６日（金）まで  
          （展示スペース配置の関係上、期限厳守すること。） 
  
９ 搬  入  平成２９年１１月２０日（月）午前９時３０分～正午 

 
１０ 搬  出  平成２９年１１月２８日（火）午前９時～ 正午 
 
１１ そ の 他 (1)作品の展示、保管には万全を期すが、天災その他不慮の事故等

による損害に対しては、主催者はその責めを負いません。 
         (2)展示に短冊台紙が必要な方（グループ）（俳句、短歌）には、貸

与いたしますが、数に限りがありますので、ご了承下さい。 
         (3)生け花を出品される方（グループ）は、水の管理を各自（各グル

ープ）で行ってください。 
 
１２ お問合わせ先 三朝町文化団体連絡協議会事務 

（三朝町教育委員会事務局 社会教育課内） 
            電話４３－３５１８  ﾌｧｸｼﾐﾘ４３－０６４７ 
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平成２９年９月の主な予定行事（総合文化ホール、地域協議会）

（総合文化ホール）

予　定　行　事

8月 31日（木） 三徳地域協議会：わくわく能力アップ教室13:30-15:00

賀茂地域協議会：運動会9:30-三朝中学校（雨天：トレセン）

みささ村地域協議会：運動会10:00-西小学校（雨天：スポーツセンター）

高勢地域協議会：運動会10:00-高勢公民館（雨天：体育館）

三徳地域協議会：三徳ビジネスについて考えよう！14:00-三徳センター

6日（水） みささ村地域協議会：「薬の飲み方」講演会19:00-町総合文化ホール

7日（木） 三徳地域協議会：わくわく能力アップ教室13:30-15:00

小鹿・三徳地域協議会：東小校区運動会8:40-東小学校（予備日9月17日（日））

竹田地域協議会：南小校区運動会8:40-東小学校（予備日9月17日（日））

9月 24日（日） 竹田地域協議会：配食サービス

9月 26日（火） 高勢地域協議会：いきいき元気サロン

月　日

9月

 3日（日）

10日（日）
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議案第 29号 

 

   平成 29 年度教育関係費補正予算（平成 29 年９月）について 

 

 次のとおり平成 29 年度教育関係費補正予算を要求することについて、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 29 条の規定により、本委員会の意見を

求める。 

 

  平成 29 年８月 28日提出 

 

三朝町教育委員会教育長  西 田 寛 司 

 

 

 

別紙のとおり 

 

 

 

≪参考≫ 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育委員会の意見聴取） 

第二十九条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他特に教育

に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合においては、教育委

員会の意見をきかなければならない。 
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H29.8.31総務教育常任委員会協議会

【教育総務課】 単位：千円

科　　目 中事業名 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額 内　　　容
中国ブロック会長杯ドッ
ジボール大会出場補助金

0 163 163 ドッジボール第４回中国ブロック会長杯出場に伴う参加補助

学校施設維持修繕費 563 756 1,319 南小職員室空調施設修繕

学校振興費
小学校遠距離通学費補助
金

1,542 75 1,617 転入児童があった場合の早期対応
学校管理員兼図書館司書
賃金等

3,728 200 3,928 週20時間以上の非常勤職員社会保険料

外国語指導助手活動費 5,008 42 5,050 外国語指導助手の任期重複に伴う社会保険料

中学校施設維持修繕費 0 286 286 中学校事務室南側会議室の空調設備修繕

【社会教育課】 単位：千円

科　　目 中事業名 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額 内　　　容

農林研修施設等管理費
トレーニングセンター一
般経費

1,081 195 1,276 防球ネットの補修修繕

社会教育総務費 青少年劇場開催事業 654 △ 177 477 事業完了による不用額
町指定文化財保存・保護
事業費補助金

925 190 1,115
町指定有形文化財梅翁山曹源寺建造物群の本堂正面扉の修繕に
ついて補助を行う。

日本遺産認定支援イベン
ト事業補助金

1,000 △ 167 833
事業完了による不用額（町指定無形民俗文化財「三徳山御幸行
列」）

保健体育総務費
全国・中国大会等参加助
成金

200 243 443 三朝野球ｽﾎﾟｰﾂ少年団全国学童軟式野球大会出場

陸上競技場一般管理経費 293 41 334 AEDパッド消耗品交換

武道館一般管理経費 301 74 375 AEDバッテリー、パッド消耗品交換

町民プール一般管理経費 1,423 485 1,908
町民プール（南小）バルブ老朽化により排水ができないため交
換

体育施設一般管理経費 2,004 36 2,040 三徳川緑地親水公園仮設トイレ及び物置撤去

野球場維持補修費 1,523 1,051 2,574
ナイター照明設備、ランプの断線、器具不良、安定器不良によ
る修繕工事

【文化ホール】 単位：千円

科　　目 中事業名 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額 内　　　容

文化ホール費 文化ホール施設管理費 13,671 303 13,974 非常用発電設備のオイル及びエレメント交換費用

農林研修施設等管理費
三徳地区多目的研修会施
設一般経費

1,945 74 2,019 体育館入口扉の修繕費用

平成29年度教育関係費補正予算（平成29年９月）案

文化財調査費

体育施設管理費

学校管理費

学校管理費

1
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議案第 30号 

 

   平成 28 年度教育関係費歳入歳出決算について 

 

 次のとおり平成 28 年度教育関係費歳入歳出決算について、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律（昭和 31年法律第 162 号）第 29条の規定により、本委員会の意見を求める。 

 

  平成 29 年８月 28日提出 

 

三朝町教育委員会教育長  西 田 寛 司 

 

 

 

別紙のとおり 

 

 

 

≪参考≫ 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育委員会の意見聴取） 

第二十九条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他特に教育

に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合においては、教育委

員会の意見をきかなければならない。 
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　平成28年度　　決　　　算　　　概　　　況　
（単位：円）

歳 入 歳 出 左のうち翌年度へ 左 の う ち 翌年度への繰越金

歳　　入 歳　　出 　 実 質 収 支 財政調整基金 又は翌年度歳入歳 備　　　考
差　引　額 繰越すべき財源 積 立 金 出繰上充用金(△)

　一　　般　　会　　計 5,137,555,454 4,941,221,976 196,333,478 111,654,000 84,679,478 0 84,679,478

　　　28　年　度　会　計 5,075,012,340 4,878,883,737 196,128,603 111,654,000 84,474,603 84,474,603

　　　繰　越　明　許　会　計 62,543,114 62,338,239 204,875 204,875 204,875

国 民 健 康 保 険 事 業 会 計 869,370,294 868,737,291 633,003 633,003 633,003

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 会 計 84,167,791 82,912,391 1,255,400 0 1,255,400 1,255,400

介　護　保　険　事　業　会　計 1,025,472,092 955,799,370 69,672,722 0 69,672,722 69,672,722

簡　易　水　道　事　業　会　計 37,657,874 36,812,902 844,972 0 844,972 844,972

温　泉　配　湯　事　業　会　計 18,778,314 17,054,394 1,723,920 1,723,920 1,723,920

下　水　道　事　業　会　計 332,055,707 328,489,107 3,566,600 62,000 3,504,600 3,504,600

　　　28　年　度　会　計 329,701,707 326,135,820 3,565,887 62,000 3,503,887 3,503,887

　　　繰　越　明　許　会　計 2,354,000 2,353,287 713 713 713

集 落 排 水 処 理 事 業 会 計 111,191,307 111,189,633 1,674 1,674 1,674

分 譲 宅 地 造 成 事 業 会 計 4,730,454 4,730,454 0 0 0

財　　産　　区　　会　　計 10,456,813 6,997,785 3,459,028 0 3,459,028 0 3,459,028

小　鹿　財　産　区 790,270 369,568 420,702 420,702 420,702

三　徳　財　産　区 3,317,344 1,528,450 1,788,894 1,788,894 1,788,894

三　朝　財　産　区 636,273 204,795 431,478 431,478 431,478

旭　　財　産　区 569,547 539,923 29,624 29,624 29,624

竹　田　財　産　区 5,143,379 4,355,049 788,330 788,330 788,330

水 道 事 業 会 計（収益的収支） 120,345,339 110,286,076 10,059,263 10,059,263 10,059,263

  　　〃　   　　（資本的収支） 2,333,000 32,401,825 △ 30,068,825 △ 30,068,825 △ 30,068,825

国民宿舎事業会計 （収益的収支） 291,759,941 315,422,812 △ 23,662,871 △ 23,662,871 △ 23,662,871

　　　　〃　　　 （資本的収支） 68,536,000 55,445,000 13,091,000 13,091,000 13,091,000

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
計

企
業
会
計

区　　　　分

- 1 -
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平成28年度決算における実質収支等の状況
（単位：千円、％）

実質収支の状況 金　額（円） 摘　要 諸　　指　　標 平成28年度 平成27年度 増　減 H27町村平均

歳 入 総 額 5,137,555,454 予算対比97.9% 経 常 的 収 入 一 般 財 源 2,954,693 3,020,750 △ 66,057

歳 出 総 額 4,941,221,976 予算対比96.3% 経 常 的 支 出 一 般 財 源 2,518,898 2,584,131 △ 65,233

差 引 196,333,478 経 常 収 支 比 率 85.3 85.5 △ 0.2 86.2

翌年度へ繰り越すべき財源 111,654,000 積 立 金 現 在 高 2,527,324 2,423,314 104,010 3,393,083

実 質 収 支 84,679,478 町 債 年 度 末 残 高 5,190,512 5,210,055 △ 19,543 7,169,473

平 成 27 年 度 純 繰 越 金 85,669,029

単 年 度 収 支 △ 989,551 財政健全化判断比率の状況

財 政 調 整 基 金 積 立 額 821,401 （　速　報　値　）

繰 上 償 還 金 実 質 赤 字 比 率 △ 2.92 △ 2.75 15.00 20.00

財 政 調 整 基 金 取 崩 額 20,000,000 連 結 実 質 赤 字 比 率 △ 13.49 △ 11.94 20.00 30.00

実 質 単 年 度 収 支 △ 20,168,150 実 質 公 債 費 比 率 (3 年 平 均 ) 9.0 10.1 25.00 35.00

将 来 負 担 比 率 △ 22.30 △ 12.20 350.00

公 営 企 業 資 金 不 足 比 率 資金不足 資金不足

・経常的収入一般財源には、臨時財政対策債を含む。 （ 全 会 計 ） 未発生 未発生 20.0

財政再生
基準数値

・予算対比は、翌年度への繰越明許費388,951千円（歳入は未収
入特財277,297千円）を加味したもの。

早期健全化
基準数値

平成28年度 平成27年度

- 2 -
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平成28年度　一　般　会　計　決　算　状　況
（１） 歳 入 決 算 の 状 況

（単位：千円、％）

特定財源 一般財源 決算額 一般財源

① 町 税 673,298 673,298 13.1 20.1

② 地 方 譲 与 税 41,927 41,927 0.8 1.3

③ 利 子 割 交 付 金 875 875 0.0 0.0

④ 配 当 割 交 付 金 1,738 1,738 0.1 0.1

⑤ 株式等譲渡所得割交付金 1,025 1,025 0.0 0.0

⑥ 地 方 消 費 税 交 付 金 112,077 112,077 2.2 3.3

⑧ ゴルフ場利用税交 付金 162 162 0.0 0.0

⑨ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 7,824 7,824 0.2 0.2

⑩ 地 方 特 例 交 付 金 1,134 1,134 0.0 0.0

⑪ 地 方 交 付 税 2,221,940 2,221,940 43.3 66.3

⑫ 交通安全対策特別交付金 550 550 0.0 0.0

⑬ 分 担 金 及 び 負 担 金 5,757 5,631 126 0.1 0.0

⑭ 使 用 料 及 び 手 数 料 236,893 234,976 1,917 4.6 0.1

⑮ 国 庫 支 出 金 360,752 349,111 11,641 7.0 0.3

⑯ 県 支 出 金 576,176 570,107 6,069 11.2 0.2

⑰ 財 産 収 入 33,004 28,639 4,365 0.6 0.1

⑱ 寄 附 金 150,365 136,757 13,608 2.9 0.4

⑲ 繰 入 金 143,948 123,948 20,000 2.8 0.6

⑳ 繰 越 金 96,064 10,395 85,669 1.9 2.6

㉑ 諸 収 入 87,446 61,007 26,439 1.7 0.8

㉒ 町 債 384,600 264,339 120,261 7.5 3.6

歳　入　合　計　 5,137,555 1,784,910 3,352,645 100.0 100.0

区　　　　　　　　分 内　　　　　　　訳
内　　　訳 構　成　比

決　算　額

- 3 -
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（２） 目 的 別 決 算 の 状 況
（単位：千円、％）

財　　　　源　　　　内　　　　訳 構　成　比
区 分 決 算 額 国県支出金 地 方 債 使用料及び 分担金及び 寄 附 金 その他 一 般 備　　　考

手数料 負担金 特定財源 財 源

① 議 会 費 80,543 80,543 1.6 2.6

② 総 務 費 879,329 117,830 46,300 5,962 1,371 116,394 591,472 17.8 18.7

③ 民 生 費 1,347,719 385,909 16,000 188,154 3,524 10,541 743,591 27.3 23.6

④ 衛 生 費 174,095 3,487 400 17,793 142 2,339 149,934 3.5 4.8

⑥ 農 林 水 産 業 費 573,083 217,156 103,847 297 1,133 11,022 239,628 11.6 7.6

⑦ 商 工 費 134,413 1,242 53,168 80,003 2.7 2.5

⑧ 土 木 費 358,758 94,243 24,800 18,118 688 2,667 5,497 212,745 7.3 6.7

⑨ 消 防 費 184,242 2,151 36,600 9,699 135,792 3.7 4.3

⑩ 教 育 費 411,972 90,699 26,800 1,397 61 5,252 287,763 8.3 9.1

⑪ 災 害 復 旧 費 44,555 6,501 9,592 83 28,379 0.9 0.9

⑫ 公 債 費 437,296 3,255 434,041 8.9 13.7

⑬ 諸 支 出 金 315,217 132,719 10,077 172,421 6.4 5.5

歳 出 合 計 4,941,222 919,218 264,339 234,976 5,631 136,757 223,989 3,156,312 100.0 100.0

歳 入 振 替 額 17,710 120,261 1,917 126 13,608 136,473 △ 290,095

繰越すべき財源 111,654 111,654

歳 計 剰 余 金 84,679 84,679

歳 入 合 計 5,137,555 936,928 384,600 236,893 5,757 150,365 360,462 3,062,550

一般財源 決算額
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（３） 性 質 別 決 算 の 状 況
（単位：千円、％）

財　　　　源　　　　内　　　　訳 構　成　比
区 分 決 算 額 国県支出金 地 方 債 使用料及び 分担金及び 寄 附 金 その他 一般財源 決 算 額 一 般 　備　　　考

手数料 負担金 特定財源 財 源

1. 人 件 費 877,122 24,009 3,253 6,696 17,845 825,319 17.8 26.1

2. 物 件 費 707,804 140,487 10,030 28,192 203 1,395 36,410 491,087 14.3 15.6

3. 維 持 補 修 費 43,612 1,032 8,520 2,858 31,202 0.9 1.0

4. 扶 助 費 718,051 293,049 7,717 178,830 3,524 3,211 231,720 14.5 7.3

5. 補 助 費 等 628,589 148,416 32,300 325 1,272 70,333 375,943 12.7 11.9
(1)国・県・同級他団
　 体に対するもの 39,805 20,000 1,092 18,713 0.8 0.6

(2) 一部 事務 組合 154,669 1,890 152,779 3.1 4.8

(3) そ の 他 434,115 146,526 12,300 325 1,272 69,241 204,451 8.8 6.5

6. 普 通 建 設 事 業 費 614,954 251,243 201,485 9,158 1,821 1,371 67,923 81,953 12.4 2.6

(1) 補 助 事 業 費 188,378 144,073 19,400 24,905 3.8 0.8

(2) 単 独 事 業 費 395,653 107,170 153,285 9,158 1,133 1,371 67,205 56,331 8.0 1.8

(3)県営事業負担金 30,923 28,800 688 718 717 0.6

(4) 受 託 事 業 費

7. 災 害 復 旧 費 43,688 6,501 9,554 83 27,550 0.9 0.9

8. 公 債 費 437,296 3,255 434,041 8.9 13.7

9. 積 立 金 247,964 132,719 11,309 103,936 5.0 3.3

10. 投 資 及 び 出 資 金 68,536 68,536 1.4 2.2

11. 貸 付 金 10,000 10,000 0.2

12. 繰 出 金 543,606 54,481 4,100 485,025 11.0 15.4

歳 出 合 計 4,941,222 919,218 264,339 234,976 5,631 136,757 223,989 3,156,312 100.0 100.0

事業費支弁人件費
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積 立 基 金 現 在 高 の 状 況
（単位：円）

平 成 27 年 度 末 平 成 28 年 度 中 平 成 28 年 度 中 平 成 28 年 度 末
区 分 　備　　　考

現 在 高 積 立 額 取 崩 額 現 在 高

（　一　般　会　計　）

財 政 調 整 基 金 916,377,423 821,401 20,000,000 897,198,824

減 債 基 金 693,956,320 100,381,000 794,337,320

社 会 福 祉 基 金 29,765,714 19,327 29,785,041

公 共 施 設 営 繕 基 金 373,718,269 4,179,000 377,897,269

集 落 排 水 処 理 事 業 推 進 基 金 85,706,037 49,529 4,100,000 81,655,566

情 報 通 信 設 備 管 理 基 金 12,045,051 1,232,526 13,277,577

町 営 墓 地 運 営 基 金 74,082 1 74,083

地 域 活 力 創 出 推 進 基 金 82,057,343 65,882 5,948,012 76,175,213

電 源 立 地 地 域 対 策 交 付 金 基 金 53,464,400 53,464,400

水 力 発 電 施 設 周 辺 地 域 整 備 基 金 4,400,000 4,400,000

中 山 間 ふ る さ と 農 村 活 性 化 基 金 5,391,182 1,218 293,500 5,098,900

農 山 村 ふ る さ と 基 金 392,620 12 373,753 18,879

ふ る さ と 応 援 基 金 165,965,929 132,766,713 55,367,869 243,364,773

町 営 住 宅 基 金 8,440,453 8,440,453

合 計 2,423,314,370 247,957,062 143,947,534 2,527,323,898

（特別会計）

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 135,974,059 86,555 1,000,000 135,060,614

介 護 保 険 財 政 調 整 基 金 40,182,000 21,380,000 61,562,000

簡 易 水 道 施 設 等 改 修 基 金 31,350,274 645,000 1,582,515 30,412,759

温 泉 配 湯 事 業 財 政 調 整 基 金 55,064,057 2,982,000 58,046,057

下 水 道 事 業 財 政 調 整 基 金 3,393,752 3,499,000 6,892,752

（財産区財政調整基金）

小 鹿 財 産 区 4,388,671 1,099 4,389,770

旭 財 産 区 17,477,928 227,113 17,705,041

竹 田 財 産 区 33,674,667 9,523 33,684,190
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地 方 債 現 在 高 の 状 況
（単位：千円）

平成27年度末 平成28年度中 平成28年度中 平成28年度末 平成28年度末現在高の借入先別内訳
区 分 政 府 資 金 地方公共団体 市中銀行 　備　　　考

現 在 高 借 入 額 償 還 額 現 在 高 金融機構資金 その他

1. 一 般 公 共 事 業 債 85,483 7,700 22,214 70,969 70,969

2. 一 般 単 独 事 業 債 236,337 57,829 178,508 45,535 115,116 17,857

3. 公 営 住 宅 事 業 債 3,193 3,193

4. 緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 債 1,184,217 24,100 5,758 1,202,559 1,160,759 41,800

5. 義務教育施設整備事業債 54,685 4,753 49,932 49,932

6. 辺 地 対 策 事 業 債 78,116 27,114 51,002 51,002

7. 過 疎 対 策 事 業 債 1,400,881 212,000 16,174 1,596,707 1,596,707

8. 災 害 復 旧 事 業 債 14,487 12,200 3,766 22,921 22,921

9. 厚生福祉施設整備事業債 1,663 545 1,118 1,118

10. 社会福祉施設整備事業債 38,066 26,665 11,401 11,401

11. 一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 債 38,810 1,970 36,840 36,840

12. 一般補助施設整備等事業債 4,500 4,500 4,500

13. 特 別 地 方 債

(1) 財 源 対 策 債 50,556 4,000 11,569 42,987 15,594 14,249 13,144

(2) 減 収 補 て ん 債

(3) 臨 時 財 政 特 例 債 906 443 463 463

(4) 調 整 債

(5)公共事業等臨時特例債

(6) 減 税 補 て ん 債 30,389 5,940 24,449 24,449

(7) 臨 時 税 収 補 て ん 債 7,123 3,526 3,597 3,597

(8) 臨 時 財 政 対 策 債 1,816,379 120,100 194,550 1,741,929 257,130 1,484,799

14. 公 有 林 整 備 事 業 債 168,764 18,134 150,630 150,630

合 計 5,210,055 384,600 404,143 5,190,512 2,155,318 1,290,124 1,745,070

国の予算貸付

- 7 -

2
5



地 方 債 現 在 高 の 状 況　（特別会計・企業会計）
（単位：千円）

平成27年度末 平成28年度中 平成28年度中 平成28年度末 平成28年度末現在高の借入先別内訳
区 分 政 府 資 金 地方公共団体 市中銀行 　備　　　考

現 在 高 借 入 額 償 還 額 現 在 高 金融機構資金 その他

1. 簡 易 水 道 事 業 会 計 96,342 11,900 4,382 103,860 64,282 19,452 20,126

2. 下 水 道 事 業 会 計 1,320,912 19,500 151,386 1,189,026 738,916 299,105 151,005

3. 集 落 排 水 事 業 会 計 709,918 8,700 50,904 667,714 487,851 175,463 4,400

特 別 会 計 計 2,127,172 40,100 206,672 1,960,600 1,291,049 494,020 175,531

4. 水 道 事 業 会 計 90,112 10,161 △ 1 79,950 39,294 30,656 10,000

5. 国 民 宿 舎 事 業 会 計 541,535 47,090 494,445 494,445

企 業 会 計 計 631,647 57,251 △ 1 574,395 39,294 30,656 504,445

合 計 2,758,819 40,100 263,923 △ 1 2,534,995 1,330,343 524,676 679,976

調整額
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

49-50 款 項 目 円 円

修繕料（学校施設災害早期復旧工事）

69,482 円

修繕料（災害復旧工事）

140,400 円

　

  主 管 課 名： 教育総務課

決算書
ページ

総務費 総務管理費 財産管理費 予算額 104,783,000 決算額 51,590,844

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 中学校施設復旧
事業（中部地震対
策）

69,482

又は事業 69,482

　平成28年10月21日に発生した鳥取県中部地震により被災した
三朝中学校の管理棟と教室棟連結部分の補修等を早期に行っ
た。

中 事 業 学校給食施設復旧
事業（中部地震対
策）

 平成28年10月21日に発生した鳥取県中部地震により被災した
調理センターの空調・換気設備の修繕を早期に行った。

140,400

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円）

決算額

又は事業 140,400

決算額
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

49-50 款 項 目 円 円

現地随行者に対する報奨金

旅費（生徒、引率教諭、国際交流員）

1,811,177 円 訪問先土産代、燃料費ほか

電話通話料ほか

語学学習指導者交通費

1,983,609 円 旅費（生徒、引率、県国際交流員）

訪問先土産代ほか

電話通話料ほか

受入

ホームステイ受け入れ家庭への謝金等 

通訳者交通費

受入れに係る材料代、食糧費等

　

1,618,375

365,234

又は事業

現地随行者旅行手配手数料

中 事 業 台中市石岡区との
中学生相互交流
事業

101,100

29,290

1,543,545

25,690

46,940

高速道路使用料、駐車場代

2,200

2,200

　子どもたちの国際感覚を養い、今後の交流推進に資すること
を目的に、本町と交流促進協定を締結する台湾台中市石岡区と
中学生の相互交流を実施した。
　平成28年度は、台中市石岡中学校と三朝中が姉妹校の協定を
交わし、今後の中学生同志の交流をとおしてお互いの文化、歴
史、生活に関する理解を深めることを確認した。
◆訪問　平成28年7月27日～7月31日　（５日間）
　　　　中学生11名、引率3名（中学校校長、教諭、教育
　　　　委員会職員）、鳥取県国際交流員（通訳）1名を
　　　　派遣（訪問は平成25年度から４年目）
　　　　台北・台中市内の主要な名所、建造物を見学
　　　　石岡中学校訪問　ホームステイ３日
◆受入  平成28年10月15日～10月17日　（３日間）
　　　　中学生16名、引率3名、通訳、ガイドの計21名が
　　　　来町、ホームステイ２泊
　　　　両校の生徒合同による芸術表現、体験、映像等の
        編集発表を行った。

決算書
ページ

総務費 総務管理費 企画費

決算額

中　事　業　別

派遣

中 事 業

決算額

1,524,725又は事業

中学生手作り
訪仏事業

203,034

160,000

教育総務課

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果（単位：円）

79,320

  主 管 課 名：

72,406,000 決算額

施 策 事 業 の 実 施 状 況

予算額 67,116,720

　平成28年9月22日から30日までの９日間中学生６名（２年生
４名、３年生２名）、引率教諭１名、国際交流員１名で訪仏事
業を実施した。
　訪仏団の生徒は、訪仏に備えての学習会を重ね、自分たちで
ラマルー・レ・バンでの交流内容を考え、その練習をたびたび
行い、主体的な交流活動にすることができた。
　特に小学校訪問については、日本の遊びを紹介したり、ペタ
ンクを一緒にしながら交流ができ、また、温泉体験では薬湯や
泥風呂などのお風呂に入り、異国の温泉文化を体験しながら説
明を聞き有意義であった。
　平成28年度は、フランスで安全に過ごせるようにフランス在
住の日本人小林靖枝コンブさんに随行をお願いした。

24,766

1,811,177

51,976
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

93-94 款 項 目 円 円

三朝町教育研究会補助金

240,000 円

学校支援委員会出席者謝金

（町内小中学校各３回実施）

113,720 円 学校支援委員会出席者旅費

　

補助金（４校分）

238,280 円 　

食育推進に伴う消耗品代

59,469 円 　

240,000

中 事 業

又は事業
学校評価事業費

　町内の各校が創意工夫した事業を推進し特色ある学校づくり
をするための補助金を交付した。
　問題集購入、教員研修用会場使用料、体力向上対策（竹馬の
購入等）映像体験指導用講師旅費等に使用。

110,000

238,280

238,280

　栄養教諭が中心となり、学校・家庭・地域の団体と連携・協
力しながら、命の礎である食生活の大切さを伝えるとともに、
実践的な食育活動を行った。

　学校・家庭・地域が一体となった「元気な学校」づくりを目
指して学校支援委員会を立ち上げ、学校訪問や学校の自己評価
等をもとに学校関係者評価を行い、学校への支援・協力体制を
整え、学校の活性化を図った。3,720

113,720

中 事 業 三朝町教育研究会
補助金又は事業 240,000

決算額

決算額

中 事 業

又は事業

三朝町創意と特色
ある学校づくり推
進補助金

決算額

中 事 業
食育推進事業

教育総務課  主 管 課 名：

中　事　業　別 （単位：円）施 策 事 業 の 実 施 状 況

61,886,000 決算額 61,013,447
決算書
ページ

教育費 教育総務費 事務局費 予算額

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

　町内の保育園・小学校・中学校の相互の連携を図るため、平
成17年度から三朝町教育研究会を組織し、町の教育の充実、向
上を図るための事業を行っている。
　事業の内容は、調査及び研究活動の推進、研修会、講演会の
実施等。

又は事業 59,469

決算額 59,469
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

93-94 款 項 目 円 円

命を大切にする学習講師謝金

学習に伴う消耗品代

82,916 円

第三者評価委員会出席者報償金

12,000 円

ハイパーQU検査に伴う消耗品代等

441,320 円

山口恵梨子杯将棋大会補助金

178,700 円

　母親、父親に概ね生後３～７か月の乳児を伴って学校訪問し
ていただくことにより児童は赤ちゃんとふれあい、「いのち」
への畏敬や育児の喜びを学んだ。
　また、子育て支援の専門家の訪問等により生命を大切にする
学習を行った。

又は事業

決算額

　教育に関する執行状況の点検及び評価について、教育行政評
価委員会を設置し、第三者評価を行った。

12,000

中 事 業 教育委員会外部
評価事業

学力向上事業
中 事 業

又は事業

決算額

又は事業

決算額

　hyper-QUを実施し、児童生徒一人一人の学習意欲や学校生活
における満足度等を把握し、学習指導及び生活指導の改善を
図った。

中 事 業
山口恵梨子杯将棋
大会補助金又は事業

決算額

441,320

441,320

 山口恵梨子女流二段と今泉四段を招いて将棋大会等を開催し
た。
 参加者：11/5 プロ棋士を囲んでの懇親会26人
　　 　　11/6 将棋大会78人
　　　　　　　プロ棋士による指導対局20人
　大会は参加者が多く熱戦が展開された。地元ゆかりの山口女
流棋士が指導対局、優勝戦の大盤解説を行い、子どもから大人
までの将棋への関心を高めた。

12,000

（2回開催）

61,886,000教育費 教育総務費

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

  主 管 課 名： 教育総務課

61,013,447決算額予算額

（単位：円）

178,700

178,700

80,000

2,916

82,916

決算書
ページ

事務局費

施 策 事 業 の 実 施 状 況中　事　業　別

中 事 業 命を大切にする
学習事業
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

93-94 款 項 目 円 円

統合準備委員会出席者報酬

統合準備委員会出席者旅費

57,640 円 　

学力アップ講座指導者謝金

先進地視察旅費

499,887 円 学習用教材ほか

会場使用料

会議出席に伴う委員報酬

会議出席に伴う旅費

37,332 円 　

はがき代等消耗品

切手代

16,708 円 　

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴
い、首長と教育委員を構成員とする総合教育会議を設置し、町
長と教育委員会が町の課題、目指す姿等を共有しながら同じ方
向性のもと、連携して効果的に教育行政を推進した。平成28年
度は小学校統合問題を中心に話し合った。（３回開催）

 小中学校児童生徒の土曜日における教育活動を充実させるた
めに、「小中学生土曜楽校」を実施し、児童生徒の学力向上等
を図った。
　中学生：10土曜日実施　延べ190人参加
　小学生： 4土曜日実施　延べ 61人参加

61,870

決算額 279,447

決算額 57,640

中 事 業 学力アップ土曜
学習事業

155,030

又は事業

499,887

3,540

中 事 業 総合教育会議開催
経費

36,000

又は事業 1,332

決算額 37,332

施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円）

  主 管 課 名：

決算書
ページ

決算額 61,013,447教育費 教育総務費 事務局費

中 事 業 ふるさとお便り事
業

3,834 　小学校３・４年生及び中学校２年生に地域の郵便局員が出前
講座を行い郵便局の仕組みや、手紙の書き方等を指導した。

又は事業 12,874

決算額 16,708

教育総務課

予算額 61,886,000

　小学校統合について、学校統合準備委員会を開催して、統合
の方向性を検討をした。
　統合準備委員会２回、部会１回開催。

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 学校統合準備委員
会開催経費

54,000

又は事業 3,640

中　事　業　別
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

93-94 款 項 目 円 円

高校生等通学費補助金

（134名）

2,985,710 円

  主 管 課 名： 教育総務課

決算額 2,985,710

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算書
ページ

教育費 教育総務費 学校教育総務費 予算額 3,300,000

中 事 業 高校生等遠距離
通学費補助金

2,985,710 　高校生の教育に係る経済的な負担を軽くするため、高校生の
通学費の一部を補助した。
　対象：町内在住で、高等学校等に通学する生徒
　補助額：居住している集落から三朝町役場までを１キロメー
トルあたり16円で算出

又は事業

2,985,710決算額
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

95-96 款 項 目 円 円

通級指導教室用消耗品代

通級指導教室用備品代

101,527 円

　

臨時職員賃金他

（東小１名、西小２名、南小1名）

5,891,883 円

少人数学級等の実施に係る協力金

（複式学級解消）

20,000,000 円 　

総合的学習に伴う用紙代ほか

精米手数料ほか

316,168 円 畑使用料ほか

　子ども達の願いや夢を大切にしながら体験学習を行い、興
味・関心・意欲を高めることで課題解決を図り、主体的に学ぶ
力や、豊かに表現できる子どもを育成した。

中 事 業 29,711 　発達障がいを有する児童に対し、支援の必要な教科を個別に
指導し、学力向上に努めた。通級児童教室事業費

71,816

101,527

又は事業

13,000

28,010

決算額

20,000,000

決算額

275,158

又は事業

　発達障がいを有する児童をサポートするため、特別支援教育
支援員を配置した。支援員の配置により、当該児童の問題とな
るような行動は減り、学級の状況に改善が見られた。

316,168

　県教育委員会による教諭等の配置により、複式解消を図るた
め、協力金を支出した。
（東小2名、南小2名、5,000,000円×4名）

又は事業

教育総務課  主 管 課 名：

中　事　業　別 （単位：円）施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算書
ページ

教育費 小学校費 学校管理費 55,072,16458,023,000 決算額予算額

決算額 5,891,883

中 事 業
特別支援教育費

5,891,883

中 事 業
小学校総合的学習
事業

20,000,000中 事 業

決算額

又は事業
複式学級経費
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

95-96 款 項 目 円 円

児童派遣費等補助金

407,950 円

　ファンヒータストーブ購入

（東小　２台）

64,750 円

東小学校排水路修繕工事

南小学校サクラ折れ枝伐採処分委託料

282,916 円

東小学校特別支援教室改造工事

東小学校特別支援教室学級増に伴う

464,184 円 押しボタン増設工事等

教育総務課  主 管 課 名：

決算額

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

58,023,000 55,072,164

中 事 業

小学校施設管理
特別経費

199,756 　小学校の施設・設備の修繕工事を行い、教育環境の整備に努
めた。

決算書
ページ

教育費 小学校費 学校管理費

又は事業

予算額

小学校施設
維持修繕費

282,916

（単位：円）中　事　業　別

407,950

施 策 事 業 の 実 施 状 況

464,184

中 事 業 中国ブロック会長杯
ドッジボール大会

407,950

又は事業

決算額

中 事 業

又は事業

決算額

83,160

　南小学校が取り組んできたドッジボール県大会で４位にな
り、中国ブロック会長杯ドッジボール選手権（開催地：広島
県）に４年生～６年生が出場し、出場に係る派遣費用を補助し
た。

　町内小学校の施設改修工事を行い、子ども達の安心・安全な
環境を整備した。

決算額

64,750

又は事業

決算額

　東小学校のパソコンルーム及び平成29年度より新設の特別支
援学級用のストーブを新設し、教育環境の整備に努めた。

362,880中 事 業
小学校施設改修費

64,750

101,304
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

95-96 款 項 目 円 円

東小学校 15 人

西小学校 112 人

1,727,130 円 南小学校 15 人

計 142 人

学用品費　(40名）

新入学児童学用品費　(3名）

2,857,574 円 給食費　(42名）

修学旅行（12名）

校外活動費(６名）

医療費(５名）

教師用教科書、指導書等購入費

1,915,917 円 　

教育費 小学校費

2,857,574

23,160

教育振興費

31,158

246,000

                施 策 事 業 の 実 施 状 況

1,915,917

中　事　業　別 （単位：円）

又は事業

小学校遠距離
通学費補助金 1,466,150

171,550

中 事 業
小学校準要保護
児童援助費

514,286

又は事業 61,410

中 事 業

又は事業

決算額

教育総務課  主 管 課 名：

予算額 12,008,000 決算額 11,600,924

 小学校教科書改訂（平成27年度4月から改訂）による教師用教
科書・指導書の購入を行った。
　用品調達等集中管理基金への償還（平成26年度から3か年）
及び特別支援学級の該当学年分の購入。

 経済的な理由による就学困難な生徒に対し、学用品・給食費
等を援助して就学の促進を図った。

決算書
ページ

決算額

1,727,130

1,915,917

決算額 1,981,560

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 89,430  ２km以上の距離から通学する児童を対象に、通学費の一部を
補助し保護者負担の軽減に努めた。

小学校教科書
改訂特別経費
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

95-96 款 項 目 円 円

三朝町教育ネットワーク

サーバー更新

1,917,192 円 教室用パソコン等購入費等

学用品等購入費　(10名）

給食費　(10名）

352,130 円 新入学児童生徒学用品費（2名）

修学旅行費（1名）

校外活動等参加費

（泊を伴うもの）（2名）

（泊を伴わないもの）（3名）

通学費（通級指導教室用）

845

1,596,000

321,192

小学校費 教育振興費

中 事 業

又は事業

教育費

                施 策 事 業 の 実 施 状 況

決算書
ページ

小学校ＯＡ機器等
備品整備費

決算額

  主 管 課 名：

予算額

1,917,192

10,250

248,325

20,470

57,100

3,620

11,520

352,130

12,008,000 決算額 11,600,924

・平成26年度に小学校の電子データ管理サーバーの更新を実
施。サーバーを集約して効率化を図った。３年目の費用を負
担。（用度会計で購入し、５年間で償還。）
・東小学校特別支援学級の増に伴う教師用パソコン１台購
　入。
・西小学校教師用パソコン１台購入。

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

教育総務課

（単位：円）中　事　業　別

中 事 業 小学校特別支援
教育就学奨励費
補助金

　特別支援学級に在籍する児童の保護者の経済的負担を軽減す
るため、必要な経費の一部を補助し就学を奨励した。
　また、通常学級に在籍し、他校の通級指導教室（ことばの教
室等）に通う児童に、通学費を補助した。

又は事業

決算額
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

95-98 款 項 目 円 円

特別支援学級用消耗品代

39,317 円

通級教室用消耗品代

32,044 円

臨時職員賃金他（１名）

1,317,359 円

心の教室相談員報酬

心の教室用消耗品代

851,561 円 相談用電話代

不登校対策支援員
配置事業 1,317,359

2,754

851,561

中 事 業

決算額

48,807決算額

中 事 業

又は事業

心の教室相談員
設置費

教育総務課主 管 課 名：

中　事　業　別 （単位：円）                施 策 事 業 の 実 施 状 況

23,826,568

1,317,359

予算額

又は事業

中 事 業 中学校特別支援
学級費 39,317

決算書
ページ

教育費 中学校費 学校管理費

又は事業

決算額

中 事 業

　特別支援学級の消耗品を購入し学級の環境を整えた。

　不登校傾向の生徒に対して登校への支援を行った。

39,317

26,253,000 決算額

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

32,044

32,044

決算額

通級指導教室事業

　発達障がいと判断された生徒または、その症状を有する生徒
へ支援の必要な教科を個別に指導、学力の向上に努めた。

又は事業

800,000 　生徒との信頼関係を築いて、生徒と色々な問題について話し
合い、友人関係や部活運営等に悩む生徒に有益なアドバイスを
することができた。
・来訪者：2,318人、内相談者：382人
　（前年度実績　来訪者：1,796人、内相談者334人）
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

臨時職員賃金他（１名）

1,347,567 円

社会人に学ぶ講師謝金

総合学習資料作成用消耗品代ほか

282,497 円 職場体験学習生徒保険料

養護学校との交流用バス使用料

三朝中学校生徒派遣費等補助金

570,236 円

外国語指導助手報酬

共済費

4,704,916 円 保険料

アパート賃貸借料（半額を町が負担）

自治体国際化協会負担金

又は事業

決算額

中国合唱コンクー
ル出場補助金

中 事 業

又は事業

570,236

中学校費 学校管理費
決算書
ページ

決算額

中 事 業

又は事業

又は事業

中学校総合的学習
事業

決算額

決算額

中 事 業 外国語指導助手
活動費

中 事 業

教育費

特別支援教育費

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況

1,347,567

主 管 課 名：

23,826,568

　発達障がいを有する生徒をサポートするため特別支援教育支
援員を配置した。支援員の配置により当該生徒の問題となる行
動は減り、学級の状況に改善が見られた。

（単位：円）

1,347,567

予算額 26,253,000 決算額

教育総務課

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

　JETプログラムにより外国人の指導者（外国語指導助手）を1
名配置し、小、中学校での英語の授業の補助を実施。ネイティ
ブスピーカーによる英語授業によって生徒の学力の向上につな
げた。

300,000

25,180

511,146

3,796,590

72,000

　県大会で優秀な成績を収め、中国合唱コンクールに出場（開
催地・岡山市）。出場に係る派遣費用を補助した。

　養護学校との交流を通して人権尊重の精神や責任感を育て、
人間性豊かで適切な判断力と実践力を備えた生徒の育成に努め
た。
　また、職場体験学習では、多くの人間関係を体験させること
により、勤労の尊さや社会の厳しさを体得させるとともに、地
域を愛する心の育成に努め、地域の一員としての自覚を深める
ことができた。

208,597

11,500

30,000

570,236

（中国合唱コンクール派遣）

282,497

32,400

4,704,916

- 182 -

3
8



平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

三朝中学校生徒派遣費等補助金

（ジュニアオリンピック派遣）

150,920 円

三朝中学校生徒派遣費等補助金

（中国中学校陸上競技大会派遣）

40,280 円 （中国中学校ソフトテニス選手権大会派遣）

1,161,000 円

中 事 業
中学校施設改修費

又は事業

決算額

又は事業

中 事 業

決算額

中 事 業 全日本ジュニア
オリンピック
派遣負担金又は事業

中国中学校
選手権大会
派遣事業補助金

決算額

中　事　業　別

決算書
ページ

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算額 23,826,568

・中国中学校陸上競技選手権大会（開催地：島根県出雲市）に
出場した。１名（３年男子100ｍ、男子200ｍ出場）
・中国中学校ソフトテニス選手権大会（開催地：鳥取市）に出
場した。：１ペア出場

　学校施設を改修し、生徒の生活環境の向上を図り、生徒の安
心・安全に努めた。

　

　第46回ジュニアオリンピック陸上競技大会(開催地：横浜
市）に出場した。
出場種目
　１名（男子200ｍ、男子共通400ｍリレー出場）

学校管理費

（単位：円）                施 策 事 業 の 実 施 状 況

150,920

150,920

27,400

中学校費

12,880

26,253,000予算額

主 管 課 名：

教育費

教育総務課

40,280

通級指導教室黒板張替工事 149,040

照明器具増設工事（玄関、校長室） 324,000

体育館バスケットゴール撤去工事 687,960

1,161,000
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

対象者85人

2,133,680 円

　

学用品費　(19名）

新入学生徒学用品費（5名）

2,029,149 円 給食費（20名）

校外活動費（5名）

修学旅行費（4名）

医療費(4名）

教師用教科書、指導書等購入費

660,000 円

パソコン、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ購入費

787,750 円

 教師用パソコン29台の更新とタブレットPC6台の購入を実施。
　用品調達等集中管理基金への償還（平成27年度から5か
年）。又は事業 787,750

決算額

中 事 業

7,768,274

又は事業

予算額 8,123,000 決算額
決算書
ページ

教育費 中学校費 教育振興費

中学校遠距離
通学費補助金

教育総務課主 管 課 名：

中　事　業　別 （単位：円）                施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

309,152

 経済的な理由による就学困難な生徒に対し、学用品・給食費
等を援助して就学の促進を図った。

431,308

2,133,680

 ２km以上の距離から通学する生徒を対象に、通学費の一部を
補助し保護者負担の軽減に努めた。

2,133,680

660,000

中 事 業 787,750

決算額

中学校ＯＡ機器等
備品整備費

 中学校教科書改訂（平成28年度4月から改訂）による教師用教
科書・指導書の購入を行った。
　用品調達等集中管理基金への償還（平成27年度から3か
年）。

660,000

決算額

中 事 業

1,100,880

又は事業

又は事業

決算額

中 事 業 中学校準要保護
生徒援助費 117,750

中学校教科書改訂
特別経費

34,339

2,029,149

35,720
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

学用品等購入費　(3名）

給食費　(3名）

139,546 円 新入学児童生徒学用品費（2名）

校外活動等参加費

（泊を伴うもの）（2名）

決算額 23,550

6,100

139,546

　特別支援学級に在籍する児童の保護者の経済的負担を軽減す
るため、必要な経費の一部を補助し就学を奨励した。

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 中学校特別支援
教育就学奨励費
補助金

23,271

又は事業 86,625

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円）

主 管 課 名： 教育総務課

決算書
ページ

教育費 中学校費 教育振興費 予算額 8,123,000 決算額 7,768,274
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

105-106 款 項 目 円 円

消耗品費

修繕料（災害復旧工事）

1,151,198 円 災害復旧設計委託業務

主 管 課 名： 教育総務課

決算書
ページ

災害復旧費
公立学校施設災

害復旧費
現年発生公立学校
施設災害復旧費

予算額 3,213,000 決算額 1,151,198

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 補助災害復旧事業
（小学校）

20,800

又は事業 763,198

1,151,198

 平成28年10月21日に発生した鳥取県中部地震により被災した
町内小学校の各棟の連結部分の補修、天井破損部の補修、内壁
の補修等を早期に行った。
　西小学校の修繕に伴う設計業務の委託を行った。

決算額 367,200

平成29年度へ繰越
　　　　　2,026,000円
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

51-52 款 項 目 円 円

消耗品、修繕料ほか

ごみ処理手数料ほか

2,907,361 円 警備委託料ほか

支出の主なもの

修繕料

　次亜塩素酸ソーダ注入手数料

委託料

　調理機械保守点検業務委託料

　清掃管理及び害虫防除業務委託料

　殺菌水定期保守点検業務委託料

　電気工作物保安管理業務委託料

　警備委託料

174,960

52,704

手数料

　産業廃棄物処理・運搬及び排水管清掃料

85,231,167決算額予算額

　児童生徒の給食を作る施設であり、食中毒等が発生しないよ
うに心がけ、衛生面・安全面に配慮した管理運営ができた。

　キュービクル外塗装業務

　気中開閉器等取替工事 788,400

190,080

 主 管 課 名：教育総務課（調理センター）

111,479,000

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算書
ページ

総務費 総務管理費

中 事 業

又は事業

調理センター
施設管理費

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況

347,460

（単位：円）

諸費

1,433,893

410,400

129,600

235,008

116,640

216,000

1,126,008

2,907,361

決算額
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

103-104 款 項 目 円 円

臨時職員賃金等

消耗品、燃料代、光熱水費、修繕料

22,168,355 円 電話代、細菌検査手数料等

給食配送業務委託料

コピー機使用料

エレクターシェルフ等購入費ほか

・ご飯週４回、パン週１回

区分

給食回数

・学校給食グループとの連携で地元食材を多く使用し、地産地
消を推進した。地元・県内産品約91％（県平均65％）。

・ 平成28年10月21日に発生した鳥取県中部地震により倉吉市
の学校給食センターが被災し、倉吉市が学校給食の提供ができ
なくなってしまった。
　これに伴い、中部４町が倉吉市の学校を分担して平成28年11
月から平成29年３月まで副食の汁物の提供を行った。

東小 西小 南小

186

三朝中

190 183 188

 主 管 課 名：教育総務課（調理センター）

22,168,355

決算書
ページ

教育費

47,800

学校給食費

              施 策 事 業 の 実 施 状 況

決算額

中 事 業

6,849,130

公課費（給食運搬車２台分）

30,375,000 決算額

中　事　業　別

58,580

調理センター
一般経費

12,159,713

（単位：円）

保健体育費

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

予算額

・地産地消の推進により、安全でおいしい給食を提供すること
ができた。
・各学校の給食主任、学校主事と連携し、給食業務を円滑に行
うことができた。
・栄養教諭・学校栄養主任が児童・生徒に対して、食事への正
しい理解と望ましい食習慣等について指導した。
・各学校で保護者を対象とした試食会、講演会を実施し、食育
への理解を深めた。さらに、親子料理教室や地域の方を対象と
した試食会を開催し、給食と食育に対する地域の理解と協力を
図った。

又は事業

2,376,000

90,960

586,172

28,921,883
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

61-62 款 項 目 円 円

人権啓発講演会等事業

34,677 円 講師報償金

講師旅費

計

　

10,000

決算書
ページ

決算額

34,677

講演会に係る消耗品代・
ホール使用料等

19,697

社会教育課  主 管 課 名

講演会等事業

中　事　業　別

予算額 417,845,000

（単位：円）                施 策 事 業 の 実 施 状 況

又は事業

社会福祉総務費

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

人権啓発

決算額 393,556,057

中 事 業

民生費

三朝町人権教育講座　 6講座

　あらゆる人権問題に対する正しい認識を深める学習機会とし
て「三朝町人権教育講座」を開催。６つのテーマで人権学習を
実施し、人権啓発を図った。

4,980

社会福祉費

参加者延べ 305人

第24回差別をなくする三朝町集会　　大雪の為開催中止
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

77-78 款 項 目 円 円

トレーニングセンター一般経費

706,811 円 光熱水費等維持管理経費

バスケットゴール修繕

平成28年度利用状況 (人）

※７～１２月は改修工事のため使用無し

 

施設名 町内 町外 合計

トレセン※ 11,005 245 11,250

社会教育課  主 管 課 名

センター一般経費

中　事　業　別

予算額 84,997,000

（単位：円） 施 策 事 業 の 実 施 状 況

又は事業

農林研修施設等
管理費

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

トレーニング

決算額 84,338,199

中 事 業

農林水産業費

　町民及び児童生徒の生涯スポーツ、学校教育など幅広いス
ポーツ活動に活用するための施設の維持管理運営に努めた。546,971

農業費
決算書
ページ

決算額

消防設備更新（消火器、火災受信機交換）

706,811

108,000

51,840

- 190 -

4
6



平成２８年度  決  算  説  明  資  料

77-78 款 項 目 円 円

トレーニングセンター耐震改修事業

80,460,000 円 委託料 耐震改修工事管理業務

老朽化改修工事監理業務

工事請負費 電気設備工事

建築工事

計

 

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 トレーニングセンター

又は事業 耐震改修事業

決算額 1,404,000

2,484,000

11,232,000

　耐震改修工事等を実施し災害時の避難所として指定されてい
る同施設の安全性の向上を図るとともに、設備改修工事を実施
し、施設の長寿命化を図った。

決算書
ページ

中　事　業　別  施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円）

農林水産業費 農業費
農林研修施設等

管理費

  主 管 課 名 社会教育課

予算額 84,997,000 決算額 84,338,199

80,460,000

65,340,000
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

社会教育一般経費

455,938 円

鳥取県社会教育委員連絡協議会負担金

東伯郡社会教育連絡協議会負担金

倉吉地区少年補導センター負担金

中 事 業 社会教育総務

一般経費

決算額 鳥取県公民館連合会負担金 4,000

5,000

12,000

88,000

455,938合計

40,560,197

250,000

鳥取県社会教育協議会負担金

96,938 社会教育委員会　２回開催

教育費 社会教育費 社会教育総務費

  主 管 課 名 社会教育課

予算額 41,919,000 決算額
決算書
ページ

中　事　業　別 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

　社会教育に関する計画及び助言・意見をいただいた。

                施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円）

又は事業
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

人権教育推進員設置事業

1,857,560 円

町人権教育推進協議会委託金

　人権学級の開催

　人権啓発紙「共に生きる」の発行 全戸配布

　広報紙「三朝町人推協だより」の発行 全戸配布

　第41回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会 (米子市)

（8月5日） 　 派遣

　第68回全国人権･同和教育研究集会 （大阪市）

（11月26・27日） 6人 派遣

鳥取県人権教育推進協議会負担金

計

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算額

決算書
ページ

教育費 社会教育費 社会教育総務費

686,160

19,400

　人権教育の啓発推進について、地域、保護者保育園、関係機
関と連携した活動を展開するため、町内全域を対象とする人権
教育推進協議会に事業委託した。

23集落 280人

  主 管 課 名 社会教育課

41,919,000 決算額 40,560,197

　人権教育推進員を配置し、人権問題に関する教育啓発活動を
実施した。

予算額

中 事 業 人権･同和教育

又は事業 事業費 1,152,000

1,857,560

26人

「平等と公平」をテーマに、ワークショップ形式で参加者に討
論していただき、身近な人権問題について考えていただいた。
　※中部地震により10/21以降は中止とした。
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

学校支援推進事業

326,524 円

【活動状況】

計 （小学校）

180,424

ボランティア等保険料

326,524 学校支援活動　

ボランティア募集に係
る消耗品代

決算書
ページ

教育費 社会教育費 社会教育総務費 予算額 41,919,000 決算額 40,560,197

32人

又は事業

決算額

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業

　ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録人数

54,900

121人

学校支援推進事業
　学校サポート隊として、各学校に学校支援ボランティアを配
置し、読み聞かせや農業指導・環境整備など、様々な分野で地
域の人々に関わっていただき、地域ぐるみでの学校支援を実施
した。また、各学校にコーディネーターを配置し、ボランティ
アの効率的な運用を図った。

91,200コーディネーター報償金

（中学校）

  主 管 課 名 社会教育課
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

340,210 円

社会教育課  主 管 課 名

中　事　業　別

予算額 41,919,000

（単位：円）                施 策 事 業 の 実 施 状 況

又は事業

社会教育総務費

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算額 40,560,197

中 事 業

教育費 社会教育費

青少年劇場開催
事業 児童から出演者へのお礼の品 5,050 　優れた芸術を鑑賞することで豊かな情操を培い健全な育成に

資するため、町内の小学生低学年を対象に青少年劇場を開催し
た。
　開催日：平成28年10月20日（木）
　場　所：三朝町総合文化ホール　大ホール
  演　目：ぼくはアフリカにすむキリンといいます
  鑑賞人数：185名（町内小学校低学年、教職員）

決算書
ページ

決算額 公演委託料 309,960

文化ホール使用料 25,200

340,210
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

県子ども会育成連絡協議会　負担金

3,000 円

未来を拓けみささっ子創造事業

393,346 円

三朝町･城陽市文化スポーツ交流事業

390,606 円

みささワクワク宿泊体験塾

みささ青空体験塾（ＮＰＯ委託事業）

1,190,644 円

つくってあそぼう！工作・遊び体験教室

52,163 円

中 事 業
未来を拓けみさ
さっ子創造事業

又は事業

決算額

中 事 業 三朝町･城陽市文
化スポーツ交流事
業又は事業

決算額

決算額

決算書
ページ

教育費 社会教育費 社会教育総務費 予算額 41,919,000 決算額

中 事 業
地域が育てる子ど
も総合対策事業

又は事業

決算額

  主 管 課 名 社会教育課

390,606

393,346

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業
子ども会育成事業

又は事業

390,644
　青少年育成事業として、ワクワク宿泊体験塾（通学合宿・勉強
合宿）を開催し、参加者に自分のことは自分でできる自律的な生
活習慣を身に着けさせた（参加児童15名）。また、年間を通じた
自然体験活動事業をNPO法人里山地域研究会へ委託し、地域の人
材を活用したきめの細かい体験活動を提供することができた。

800,000

　かがやく子どもフェスティバルは地震の影響で中止となった。
代替事業として３月に「つくってあそぼう！工作・遊び体験教
室」を開催し、子どもたちに竹細工や凧などのもの作りや茶道な
どを体験する機会を提供した。

　県子ども会育成連絡協議会に加入し、希望する子ども会の全国
子ども会安全共済会への加入手続きを行った。
※28年度実績：18団体

52,163

3,000

40,560,197

　開催日：平成28年7月5日（火）
　場　所：三朝町総合文化ホール　大ホール
  講　師：プロアドベンチャーレーサー　田中陽希氏
　演　題：『日本２百名山ひと筆書きへの挑戦』
　　　　　～挑戦を続けるための心身の鍛え方～
  参加者数：264名（三朝中生徒150名、教職員29名、
　　　　　　一般参加者72名、関係職員13名）
　日本２百名山を踏破した田中陽希氏に、いろいろなエピソード
を交えながら挑戦し続けることの大切さを語っていただき、中学
生たちのこれからの人生に大いに参考になった。
　H28年度は、城陽市に派遣
  　日程：H28年8月8日（月）～10日（水）　2泊3日
  　三朝町　参加児童２０名（西小１５名、南小５名）引率３名
　　城陽市　参加児童１９名　引率３名
　平等院見学やサッカー教室、プール体験等を通じて三朝町と城
陽市との子どもたちの交流を図った。

中 事 業 三朝町かがやく子
どもフェスティバ
ル開催経費又は事業

決算額
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

97-98 款 項 目 円 円

生涯学習教室｢三朝大学｣開催経費

51,420 円

「のこのこの会」会場使用料

640 円 計

「子育て・親育ち講座」開催経費

15,360 円 計

中 事 業
家庭教育支援推進
事業

又は事業

決算額

640

640

中 事 業
家庭教育支援基盤
形成事業

又は事業 15,360 　保育園を会場として、家庭・地域教育力を上げるため、｢子
育て･親育ち講座｣が開催され、開催経費を負担した。
　（保育園２回　計２回実施）

社会教育費 社会教育総務費 予算額 41,919,000 決算額 40,560,197

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

　年間を通じて様々な講座を開催し、生涯学習の学びの機会を
提供した。

決算額 　（受講生　実人数 71名　７講座の延参加者数 287名）

　町内の支援の必要な子どものいる親が集まり、日頃の困って
いることやわからないことを相談したり、周りの方の経験を聞
くなどの機会を提供している（２８年度対象家庭数　３１家
庭）。

決算額 15,360

  主 管 課 名 社会教育課

中 事 業
成人教育事業

又は事業 51,420 年間７回講座実施（５月～１２月）※10月は地震の影響で中止

決算書
ページ

教育費
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

99-100 款 項 目 円 円

三朝町文化団体連絡協議会支援

101,228 円

　小中学生対象
　　三朝町読書感想文コンクール開催。
　　　小学校低学年の部　　４８点
　　　小学校中学年の部　　５８点
　　　小学校高学年の部　　４９点
　　　中学生の部　　　　　１６点　応募総数１７１点
　　各部門最優秀賞１点、優秀賞２点を選考、表彰。

　　三朝町ふるさと絵画コンクール開催。（２部門設定）
　　　家族部門（青少年育成鳥取県民会議　共催）
　　　　小学生低学年の部１３点　⇒３点　県へ推薦
　　　　小学生高学年の部　１点　⇒１点　県へ推薦
　　　　中学生の部　　　　１点　⇒１点　県へ推薦
　　　　　※県審査会、入賞ならず。
　　　風景部門
　　　　小学生低学年の部　１１点
　　　　小学生高学年の部　２４点
　　　　中学生の部　　　　　４点
　　　各部において最優秀賞１点、優秀賞２点を選考、表彰。
　　　（小学生低学年の部のみ最優秀賞２点、優秀賞１点）

決算額

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業
文化振興事業費

又は事業 3,221

　三朝町文化団体連絡協議会加入サークル数：２３団体

　サークル紹介など三朝町文化団体連絡協議会の支援を実施
し、三朝町の文化振興に努めた。

　※三朝町芸能文化祭は地震の影響により中止した。

　読書感想文コンクールとふるさと絵画コンクールを開催し、
子どもたちの読書への関心を高め、また絵を描くことを通じて
感受性豊かな子どもたちの育成に努めた。

読書感想文コンクール・ふるさと絵画
コンクール開催経費

98,007

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 社会教育費 文化費 予算額 7,467,000 決算額 7,438,472
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

99-100 款 項 目 円 円

1,000,000 円

決算書
ページ

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円）

  主 管 課 名

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

社会教育課

予算額 7,467,000 決算額 7,438,472教育費 社会教育費 文化費

又は事業

決算額 1,000,000

女流本因坊戦三朝
大会開催事業補助

金 実行委員会への補助金 1,000,000 　日本文化の振興のため、大会の開催事業費について、補助金
を交付し支援を行った。三朝温泉で開催したことで、町民の日
本文化の醸成だけでなく、多くの来訪があり観光産業の活性化
にも寄与した。
　開催日：平成28年９月25日（日）～26日（月）
　内　容：9月25日「町民交流囲碁大会」
  　　　　9月26日「本因坊戦」「大盤解説」
  参加人数：のべ285人

中 事 業
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

99-100 款 項 目 円 円

　  　　　　　　　

48,000 円

　

会議等に係る出張旅費

1,129,939 円 事務用品等

会議出席に係るガソリン代

梅翁山曹源寺建造物群測量委託料

会議出席に係る高速道路使用料

カメラ用レンズ購入費

・文化財及び調査写真を記録に残すため、カメラを備品として
購入し、円滑な事業実施を行った。

決算書
ページ

教育費 社会教育費 文化財調査費 決算額 116,803,786

114,513

48,000
・県指定天然記念物「福本のツバキ」の周辺環境整備を行な
い、文化財の保全保護に努めた。

460,810
・文化庁において調査官の指導助言を受け、国庫補助事業を円
滑に実施した。

決算額

  主 管 課 名 社会教育課

・文化財保護調査委員会を開催し、町内の開発協議等における
現地確認調査を実施した。48,000決算額

中 事 業

又は事業

文化財保護調査
委員会費

予算額 119,082,000

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

1,129,939

会議等に係る委員報酬

4,216
・新たな町指定文化財として、梅翁山曹源寺の本堂・山門・鐘
楼を指定すべく、指定に必要な図面作成等を行った。

432,000

13,640

104,760

・実施予定していた「文化財探訪ツアー」及び委員研修につい
ては、鳥取中部地震のため、中止した。

中 事 業
文化財調査
一般経費

又は事業
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

99-100 款 項 目 円 円

1,000,000 円

　

  

588,853 円 有識者現地指導に係る謝金

有識者現地指導に係る旅費

作業用具代、フィルム現像代、労災保険料

 

　 　

30,000 円

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 無形民俗文化財
保存継承事業補助
金

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 社会教育費 文化財調査費 予算額 119,082,000 決算額 116,803,786

又は事業 1,000,000

決算額 1,000,000

中 事 業
自然環境調査事業

・三徳山、三朝温泉周辺の自然環境調査として、３回の植生調
査を実施した。
　６月三徳山地内（樋口谷）８月小鹿渓　１０月三徳山・三朝
温泉

又は事業 植生調査に係る委員報酬

決算額

30,000

30,000

決算額

77,273

588,853

三朝区ジンショ保存会への補助金

・国指定の重要無形民俗文化財「三朝のジンショ」を保存継承
するため、その実施事業費について補助金を交付し支援した。
このことで、カズラの確保等円滑な事業実施がなされた。

中 事 業
三徳山遺跡発掘調
査等事業 ・名勝及び史跡指定地内正善院境内地において、県指定名勝

「正善院庭園」の池の水源として利用された可能性のある洞窟
並びに三佛寺境内地内で試掘調査を実施した。また神倉地内
「湯」地点の調査に伴い、有識者を招致し助言指導を仰ぎ、遺
構の性格等を明らかにする調査を実施した。しかし、鳥取中部
地震の影響により、発災後の試掘調査は中止し次年度実施する
こととした。

又は事業 作業員賃金 443,700

15,000

52,880
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

99-100 款 項 目 円 円

　 　 　

33,468 円 調査・資料整理用物品代

　

　 　

10,000 円 　

　 　

35,290 円 事務用品代

　

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 社会教育費 文化財調査費 予算額 119,082,000 決算額 116,803,786

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業
三徳山民俗文化財
調査事業

又は事業 13,000

決算額 20,468

有識者指導謝金
・神倉地内「湯」地点及びその周辺の石造物を確認するため、
踏査を実施した。これにより、「湯」地点で新たな遺構を確認
した。

33,468

・鳥取県立博物館学芸員を講師として集落が所有する文書の読
み下しを行い、古文書の読解ができる者を養成するため、講座
を４回実施した。

中 事 業
三徳山総合調査
報告書作成事業

又は事業 原稿執筆謝金 30,000

5,290

・三徳山の総合調査報告書第４集（追補版）を刊行するため執
筆者２名へ依頼し、謝金の一部を支払った。（山岳修験分野）
※執筆後に残額を支払う。（総額75,000円　残額45,000円）

決算額

中 事 業
古文書調査事業

又は事業 事務用品代 10,000

決算額 10,000

　

35,290
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

99-100 款 項 目 円 円

　

9,178,000 円

　 　 　

2,517,210 円 日本遺産認定記念講座チラシ印刷費

写真スキャニング手数料

高速道路使用料・講座会場使用料

守る会への補助金

日本遺産魅力発信
推進事業

会議出席等に伴う出張旅費 ・平成27年度に日本遺産として認定されたことを受けて、認定
地の活性化等について助言を仰ぐ、「日本遺産プロデューサー
等派遣事業４ブロック会議」及び「日本遺産国際フォーラム」
に参加し、誘客促進等について認定団体相互の情報共有を図っ
た。

・日本遺産魅力発信推進事業の事業主体である日本遺産三徳山
三朝温泉を守る会に事業費補助を行なった。事業は「情報発
信・人材育成」、「普及啓発」、「公開活用整備」を柱に展開
した。鳥取中部地震の影響によって全体の来訪者数は減となっ
たが、外国人来訪者数は、微増であった。

9,178,000

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 社会教育費 文化財調査費 予算額 119,082,000 決算額 116,803,786

2,517,210

決算額 9,178,000

・名勝及び史跡三徳山の中核をなす厳正保全区域において重要
な構成要素である正善院の修復に際して、その事業者である宗
教法人正善院に事業費補助を行った。修復の主な内容は、県指
定名勝正善院庭園の修景と正善院の復元である。今年度は、現
場着工を行うとともに、検討委員会を３回開催し、円滑な事業
運営を行った。
補助対象事業費：146,849,640円
負担割合：国50%、県25%、町6.25%、事業主18.75%

20,730

2,079,000

中 事 業

又は事業 384,000

29,160決算額

4,320

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 名勝及び史跡三徳
山修復事業補助金又は事業 正善院への補助金
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

99-100 款 項 目 円 円

　

用地測量・登記委託料

101,704,026 円 土地購入費・立木補償費

　 　 　

三佛寺への補助金

309,000 円

　

　 　 　

今泉神社への補助金

195,000 円

　

309,000

309,000

中 事 業 町指定文化財保
存・保護事業費補
助金又は事業 195,000 ・町指定天然記念物「今泉神社社叢」の景観回復の為、樹木の

伐採及び枯れ枝の除去を行うため、管理者である今泉神社へ事
業費の一部を補助金として交付した。
補助対象事業費：391,564円
負担割合：町50％、今泉神社　残額

決算額 195,000

中 事 業 重要文化財木造蔵
王権現立像保存修
理事業費補助金又は事業 ・重要文化財木造蔵王権現立像ほか４躯に一部損傷・劣化が確

認されたため、所有者である宗教法人三佛寺に事業費の一部を
補助し補修を行った。
補助対象事業費：4,951,800円
負担割合：国60%、県（国庫補助残の1/2）、町6.25%、寺残額

決算額

中 事 業 名勝及び史跡三徳
山史跡等買上げ事
業

・名勝及び史跡三徳山の広大な指定範囲のうち、民有地が外国
資本などに売却されることのないよう、該当する民有地を公有
化し保存を行うため土地の買い上げ事業を実施した。
補助対象事業費：100,535,640円
負担割合：国80%、県（国庫補助残の1/3）、町（国・県補助の
残額）

又は事業 61,147,266

決算額 40,556,760

決算書
ページ

教育費 社会教育費 文化財調査費 予算額 119,082,000 決算額 116,803,786

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

  主 管 課 名 社会教育課

101,704,026
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

101-102 款 項 目 円 円

　

事務用品代

24,128 円

　

24,128

・世界遺産登録促進の一環として、県と連携を図り鳥取県保護
審議会松岡委員（美術工芸）を招致し、中部地区での仏像等の
類例調査を行った。結果、船上山智積寺像の仏像が三仏寺所蔵
の騎馬像の作者と同一であることが判明した。

中　事　業　別                 施 策 事 業 の 実 施 状 況 （単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 世界遺産登録促進
事業又は事業 24,128

決算額

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 社会教育費
世界遺産登録

推進費
予算額 7,264,000 決算額 7,113,101
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

103-104 款 項 目 円 円

（単位：円）

保健体育一般経費　

保健体育事業費 社会体育事業に係る消耗品及び備品の購入（ソフトバレー支柱他）

3,085,099 円 三朝町体育協会委託金

三朝町スポーツ少年団補助金

全国・中国大会等参加助成金

鳥取県体育協会負担金

東伯郡体育協会負担金

計

3,000

299,000

3,085,099

593,072 　スポーツ少年団(９団体・団員159人)の活動と指導者養成の
援助を行い、スポーツを通じて青少年の健全育成を図った。

194,716 　国民体育大会岩手大会グラウンドゴルフ競技に鳥取県代表と
して出場した３名の選手、ねんりんピック長崎県大会グラウン
ドゴルフ競技に参加した6名の選手、全日本卓球選手権に参加
した小学生1名に対し参加費用の一部を助成し、参加費用負担
の軽減を図った。

中部駅伝、郡体に係る諸経費、及び事務消耗品

1,690,467 　体育関係事業(競技スポーツ)を町体育協会に委託し、競技部
の強化育成とスポーツ大会の開催を通じてスポーツ人口増大を
図った。
　琴浦町を主会場に東伯郡民体育大会が開催され、三朝町選手
団（585人)が出場した(男子４位、女子４位)。中部地区駅伝大
会に本町選手団（Aチーム2位　Bチーム7位）を派遣した。
　本年は地震の影響により、町駅伝大会、県スポレク祭（秋
季）、米子鳥取間駅伝が、大雪の影響により県スポレク祭（冬
季　ソフトバレー　）が中止になった。

予算額 4,171,000 決算額 3,707,219保健体育総務費

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算額

中 事 業

又は事業
保健体育総務費

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 保健体育費

93,286

211,558
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

103-104 款 項 目 円 円

（単位：円）

スポーツ推進委員

スポーツ推進委員報酬

622,120 円 委員9名（３名欠員）

スポーツ推進委員活動費

鳥取県スポーツ推進委員協議会負担金

東伯郡スポーツ推進委員協議会負担金

計

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 保健体育費 保健体育総務費 予算額 4,171,000 決算額 3,707,219

622,120

170,620 　所管事業である骨盤調整ヨーガをはじめ、町内の体育事業の
企画・運営に携わり社会体育の推進に寄与した。
　また、定期的に会議を開き諸活動について協議を行った。
　平成28年度は中国地区スポーツ推進委員研修会に5名、全国
スポーツ推進委員研究協議会に2名の委員を派遣し、委員の資
質の向上を図った。
　全国スポーツ推進委員研究協議会においては、本町2名の委
員の長年の功績が認められ表彰された。

13,500

6,000

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業

又は事業 活動事業費 432,000 　本町における地域スポーツのコーディネーターとして、ス
ポーツ推進委員を委嘱（任期H27～H28)し、町内の社会体育活
動等の推進を図った。決算額
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

103-104 款 項 目 円 円

（単位：円）

野球場一般管理経費

6,571,540 円 テニス場一般管理経費

多目的スポーツ広場一般管理経費 平成28年度施設利用状況 （人）

陸上競技場一般管理経費

武道館一般管理経費

町民プール一般管理経費

※１　10/21以降地震による被害のため使用禁止

※２　10/21～2月までがれき置き場及び雪のため使用不可

体育施設一般管理経費

計

決算書
ページ

教育費 保健体育費 体育施設管理費 予算額 12,606,000 決算額 11,871,824

  主 管 課 名 社会教育課

2,004,900
　体育施設の管理をシルバー人材センターに委託し適正管理に
努めた。

6,571,540

合　　計 19,112 7,294 26,406

多目的スポーツ広場※２ 2,154 2,154

町民武道館 3,572 3 3,575

陸上競技場※1 1,370 915 2,285

456,933 美の田テニス場 5,326 4,196 9,522

合計

191,777 三朝球場 6,690 2,180 8,870

77,973

200,611 施設名 町内 町外

又は事業 一般管理費 3,237,918
　施設の維持修繕や運営に係る光熱水費、消耗品類を支出し、
施設の適切な管理運営に努めた。決算額 401,428

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 体育施設
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

103-104 款 項 目 円 円

（単位：円）

工事請負費

2,459,288 円

計 2,459,288

　野球場管理棟トイレについて旧更衣室を女子トイレに改装
し、トイレの男女共用を解消し使用者の利便性の向上を図っ
た。

中 事 業 野球場

又は事業 2,459,288維持補修費

決算額

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

教育費 保健体育費 体育施設管理費 予算額 12,606,000 決算額 11,871,824
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

103-104 款 項 目 円 円

（単位：円）

工事請負費

2,190,112 円

計 2,190,112

又は事業 維持補修費
　陸上競技場トイレについて旧更衣室を女子トイレに改装し、
トイレの男女共用を解消し使用者の利便性の向上を図った。決算額

2,190,112

社会教育課  主 管 課 名

中 事 業

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

陸上競技場

決算書
ページ

教育費 保健体育費 体育施設管理費 予算額 12,606,000 決算額 11,871,824
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平成２８年度  決  算  説  明  資  料

107-108 款 項 目 円 円

（単位：円）

委託料

2,160,000 円 町営陸上競技場災害復旧測量設計

町営野球場災害復旧測量設計

計

　鳥取県中部地震により被災した町営陸上競技場及び町営三朝
球場の復旧に係る測量設計を実施した。

378,000

2,160,000

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

中 事 業 単独災害復旧事業

又は事業 （社会体育施設）

決算額 1,782,000

  主 管 課 名 社会教育課

決算書
ページ

災害復旧費
社会体育施設災害復

旧費
現年発生社会体育施

設災害復旧費
予算額 47,881,000 決算額 7,722,000
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平成28年度  決  算  説  明  資  料

101-102 款 項 目 円 円

館・蔵書維持管理

10,976,886 円

資料貸出

 館内貸出（ 292 日） (前年度 ）

 移動図書館（個人） (前年度 ）

 移動図書館（団体） (前年度 ）

合　計 (前年度 ）

臨時職員賃金等

登録者数6,207人

リクエスト 　　　　 (前年度 ）

(前年度 ）

コピーサービス 　　 (前年度 ）

115,531冊

98,995冊

中　事　業　別 （単位：円）施 策 事 業 の 実 施 状 況

社会教育費 図書館費 29,857,000 決算額

決算額

　祝祭日開館、各種行事や展示の実施、特設コーナーの整備充
実を図り、図書館サービスの向上と利用者の拡大に努めた。
  また、幼児健診をはじめ、保育園・小学校等での移動図書館
やお話会の実施、「テーマ選書」等の充実により、親子のふれ
あいや読書の推進に努めた。

図書館一般管理費
中 事 業

又は事業 2,744,564円

維持管理費 1,910,588円

決算書
ページ

教育費

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

833,976円

9,938冊

837枚

ﾃｰﾏ選書による図書展示：一般36回、児童48回

10,976,886

トライワークみささ受入　　3人

図書館ｼｽﾃﾑサポート・保守委託料

95,861冊

9,764冊

1,090件

8,232,322円

112,760冊

社会教育課（図書館）  主 管 課 名

7,135冊

レファレンスサービス

お話会の出前（こども園・保育園、小学校）68回

7,305件 6,444件

28,940,379予算額

512枚

ブックスタート事業　4回、47人

1,077件

学童ｸﾗﾌﾞ、3歳児健診、5才児検診等　　　合計12回

6,598冊
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平成28年度  決  算  説  明  資  料

101-102 款 項 目 円 円

雑誌・新聞整備費 円

4,706,535 円 雑誌 種 新聞 8 種

図書購入費等 円

購入冊数 図書整備等内訳表

一般書 冊

児童書 冊

合計 冊

  

図書新刊情報資料使用料 円

2,795
97,823計

一般書 71,687169

21紛失寄 贈

購 入

615

廃 棄 冊 数

計

中　事　業　別 施 策 事 業 の 実 施 状 況

決算額

 

26,136

中 事 業

又は事業

4,107

図書等整備費

4,722 計

72

2,605

社会教育課（図書館）

予算額

994 4,107

  主 管 課 名

破損・汚損

29,857,000

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果（単位：円）

・雑誌の購入内容を変更した結果、利用者が増加した。
・学習資料の貸出が増加した。（小学校・中学校）
・移動図書館車で事業所の利用促進を図った。

3,698,788

748,547

整 備 冊 数

決算書
ページ

3,113

社会教育費 図書館費

児童書

教育費

259,200

再登録 古いもの

蔵 書 冊 数

決算額 28,940,379
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平成28年度  決  算  説  明  資  料

101-102 款 項 目 円 円

鳥取県図書館協会負担金 円

4,500 円

円

1,994,000 円 システム保守委託業務費 円

光熱水費・燃料費等 円

2,938,942 円 床清掃、建物保安警備等委託料 円

修繕工事等 円

消耗品費 円

707,400

1,286,600三朝町公共図書館ｼｽﾃﾑ整備業務委託費

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

　県内の公共図書館、各学校、幼稚園、保育園、読書団体など
連絡連携を図り。図書館活動の振興、調査研究、研修等によ
り、読書活動の推進を図った。

797,090

（単位：円）

118,595

  主 管 課 名

中 事 業

中 事 業
図書館施設
一般管理費

決算書
ページ

教育費 社会教育費 図書館費 予算額 29,857,000

又は事業

中　事　業　別

1,906,204
　施設設備を適正に管理し、利用者のサービス向上に努めた。

　用品等集中管理基金で一括支払いして2回で返済する。

H28年1,286,600円／H29年1,175,800円　合計2,462,400円

　老朽化した図書館システムを更新する。クラウドシステムを
採用し、業務の安定化・効率化を図る

施 策 事 業 の 実 施 状 況

社会教育課（図書館）

又は事業

決算額

鳥取県図書館協会
負担金

決算額

中 事 業

又は事業

決算額

図書館システム
機器リース料

117,053

決算額 28,940,379

4,500
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49-50 款 項 目 円 円

工事請負費

大ホール舞台パネルヒーター復旧工事

2,485,080 円 　（舞台加温装置の落下に伴う復旧工事）

客席照明復旧工事

　（客席照明の落下に伴う復旧工事）

合　計

工事請負費

小鹿地区多目的研修会施設

46,440 円 　（体育館ガラスの破損による復旧工事）

主管課名　　総合文化ホール

決算額

中 事 業

予算額 104,783,000 決算額

　中部地震により被災した箇所の復旧工事を行っ
た。

　中部地震により被災した箇所の復旧工事を行っ
た。

2,485,080

46,440

1,297,080

中 事 業 農林研修施設復旧事
業（中部地震対策）又は事業

平成２８年度  決  算  説  明  資  料

51,590,844

中　事　業　別

決算書
ページ

総務費 総務管理費 財産管理費

総務管理施設復旧事業
（文化ホール・中部地
震対策）又は事業 1,188,000

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算額
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53-54 款 項 目 円 円

自立推進員報酬（６名）

1,799,999 円 地域自主活動支援交付金（６地域協議会）

三朝町地域協議会振興経費

　（地域協議会設立10周年記念講演会、

　　地域リーダー養成研修会の開催経費等）

合　計

又は事業

9,000,000 円

又は事業

115,897 円 　１　小鹿地域協議会　（対象集落 9集落）

決算額

地域自主活動
支援交付金

三朝町地域協議会
振興経費

中 事 業

中 事 業

1,500,000

平成２８年度  決  算  説  明  資  料

決算額

80,851,383決算額

主管課名　　総合文化ホール

89,183,000
決算書
ページ

中　事　業　別

中 事 業

又は事業
自立推進員報酬

総務費

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

総務管理費 予算額地域振興対策費

1,799,999

9,000,000

小鹿川と親しむ会、環境美化活動（小鹿渓一斉清掃、
環境パトロール、東小クリーン活動）、運動会、西郷
地区との交流GG大会、ソフトボール大会、子どもまつ
り、秋の収穫祭、先進地視察、女性会視察、健康教
室、結婚・出産祝金、地域懇談会、地域だより発行他

決算額

115,897

　小鹿川と親しむ会など各種イベントにより交流
活動と地域のにぎわいの創出を図るとともに、環
境美化活動にも取り組み、魅力ある地域づくりに
努めた。
　地域の課題解決に向け地域懇談会を開催すると
ともに、地域だよりを発行し情報発信に努めた。

10,915,896

　各地域協議会へ交付金を交付し、自主的な地域
づくり活動を支援した。
　地域協議会設立10周年記念事業として、講演会
の開催と記念誌の作成を行った。また、地域活性
化の主役となる人材育成のため、地域リーダー養
成研修会を開催した。

【地域自主活動支援交付金の詳細】
≪各地域協議会の主な活動内容≫

《地域協議会設立10周年記念講演会》
演　題：魅力あふれる地方の創生を目指して
講　師：鳥取県知事　平井伸治氏
開催日：平成28年7月24日、場所：ブランナールみささ
参加人数：約120名、記念誌の作成：150部

《地域リーダー養成研修会》
演　題：地域リーダーの役割と地域の活性化を目指して
講　師：NPO法人ﾌﾞﾚｰﾝﾋｭｰﾏﾆﾃｨ理事長　能島裕介氏
開催日：平成28年7月4日、場所：町総合文化ホール
参加人数：地域協議会長など地域から24名参加
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53-54 款 項 目 円 円

　２　三徳地域協議会　（対象集落 9集落）

　３　みささ村地域協議会　（対象集落 11集落）

　

　４　高勢地域協議会　（対象集落 9集落）

　

高勢まつり、運動会、馬場の滝まつり、環境美化活動
（危険箇所巡回パトロール、県道等草刈り作業、高勢
の森整備）、特産品(ナメコ植菌・収穫作業)、健康づ
くり活動（健康教室、健康ウォーキング、ノルディッ
クウォーク）､視察研修、地域懇談会、地域だより発
行他

　

1,500,000

　ナメコによる特産品の生産活動を行うととも
に、危険箇所巡回パトロール等により環境美化に
努めた。
　また、高勢まつりなど地域行事の継続に努め
た。
　地域の課題解決に向け地域懇談会を開催すると
ともに、地域だよりを発行し情報発信に努めた。

　イベントの開催や環境美化活動により、三朝温
泉の観光イメージアップ、魅力ある地域づくりに
努めた。
　地域の課題解決に向け地域懇談会を開催すると
ともに、地域だよりを発行し情報発信に努めた。

1,500,000

主管課名　　総合文化ホール

平成２８年度  決  算  説  明  資  料

決算書
ページ

対話集会、先進地視察、三徳元気市、環境美化活動
（不法投棄パトロール、東小クリーン活動、ハナモモ
管理）、運動会、GG大会、野球大会、バドミントン大
会、ソフトバレーボール大会、WTCウォーキング大
会、子どもまつり、料理講習会、結婚・出産祝金、東
小学童クラブ、地域懇談会、地域だより発行他

国際料理楽校、親子レクリエーション＆納涼祭、健康
講演会、運動会、GG大会、環境美化活動（夏の一斉清
掃、三朝キュリー公園除草作業、花いっぱい運動）、
花湯まつり協力、地域懇談会、地域だより発行他

予算額 89,183,000

1,500,000

中　事　業　別

　

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

　三徳元気市の開催や環境美化活動にも取り組み
魅力ある地域の創出に努めた。
　また、GG大会、ソフトバレーボール大会などを
開催し地域の親睦を図った。
　地域の課題解決に向け対話集会、地域懇談会を
開催するとともに、地域だよりを発行し情報発信
に努めた。

80,851,383総務管理費 地域振興対策費総務費 決算額
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53-54 款 項 目 円 円

　５　賀茂地域協議会　（対象集落 13集落）

　６　竹田地域協議会　（対象集落 13集落）

　

ワンタッチテントの購入（24張）

（サイズ：３ｍ×６ｍ、天幕色：ホワイト）

2,410,560 円

80,851,383

中　事　業　別 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

　 1,500,000

　

決算額

　軽量かつ丈夫なワンタッチテントを購入し、地
域のコミュニティ活動を支援した。

1,500,000

2,410,560中 事 業 地域活動用テント
整備事業又は事業

　休耕田を活用した「泥んこバレーボール世界選
手権」を開催（26チーム参加）。にぎわいの創出
や交流促進に努めた。
　また、健康教室の開催により健康意識の高揚を
図った。
　地域の課題解決に向け地域懇談会を開催すると
ともに、地域だよりを発行し情報発信に努めた。

竹田御膳を楽しむ会（春・秋）、配食サービス（３
回）、特産品栽培作業(うど)、運動会、ペタンク大
会、GG大会、ノルディックウォーク、除草作業、ざっ
この会活動、南小学童クラブ、みささ南土曜楽校、地
域懇談会、地域だより発行他

　竹田御膳を楽しむ会には、町内外から多くの参
加者があり、にぎわいの創出と交流促進に努め
た。
　また、配食サービスの実施と併せて高齢者の見
守り活動を行うとともに、環境美化活動による魅
力ある地域づくりに努めた。
　地域の課題解決に向け地域懇談会を開催すると
ともに、地域だよりを発行し情報発信に努めた。

決算書
ページ

総務費 総務管理費 地域振興対策費 予算額 89,183,000 決算額

主管課名　　総合文化ホール

泥んこバレーボール世界選手権、賀茂まつり、運動
会、ソフトバレーボール大会、卓球大会、ゴルフ大
会､特産品開発事業、健康教室（３回）、竹の子販売
事業、先進地視察研修、わたげの会活動、地域懇談
会、地域だより発行他

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円）

平成２８年度  決  算  説  明  資  料
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55-56 款 項 目 円 円

維持管理経費 　

人件費（夜間管理員賃金）

1,333,333 円 その他経費（消耗品等）

合　計

平成２８年度  決  算  説  明  資  料
主管課名　　総合文化ホール

決算書
ページ

　生涯学習・文化活動の拠点施設として、体制整
備を含め適切なサービス提供に努めた。

中 事 業

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

決算額 156,129,239

中　事　業　別

総務費 総務管理費 文化ホール費 予算額 206,480,000

文化ホール運営費

709,173決算額

又は事業 624,160

1,333,333
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55-56 款 項 目 円 円

１　光熱水費（電気・水道代）

14,063,688 円 ２　委託料

大ホール舞台施設操作業務

舞台照明設備保守点検業務

音響機器保守点検業務

ピアノ保守点検業務

舞台吊物及びｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検業務

電気工作物保安管理業務

トイレ清掃業務等

消防用設備保守点検業務

清掃業務

　 空調機器保守点検業務

計

３　備品購入費 （舞台監視カメラ設備機器ほか)

４　その他経費（修繕代など）

合　　計

583,200

432,000

151,200

518,400

495,820

113,400

972,000

　生涯学習・文化活動の拠点施設として、施設管
理を適正に行い、安全性と快適性を確保に努め
た。

14,063,688

236,790

8,470,535

4,667,637

300,088

909,036

481,976

決算額

文化ホール
施設管理費

中 事 業

又は事業

予算額 206,480,000 決算額 156,129,239文化ホール費総務管理費

平成２８年度  決  算  説  明  資  料
主管課名　　総合文化ホール

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果中　事　業　別

4,202,141

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円）

決算書
ページ

総務費
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55-56 款 項 目 円 円

１　委託料

屋根防水改修工事（２工区）監理業務

127,548,920 円

２　工事請負費

設備改修工事（機械設備）

設備改修工事（電気設備）

屋根防水改修工事（２工区）

自動火災報知設備更新工事

乗用エレベーター修繕工事

計

合　計

設備改修工事実施設計業務委託料

12,832,560 円

1,447,200

中 事 業

又は事業

21,945,600

主管課名　　総合文化ホール

平成２８年度  決  算  説  明  資  料

総務費

中　事　業　別

総務管理費

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円）

決算書
ページ

126,101,720

127,548,920

2,073,600

182,520

156,129,239

中 事 業 文化ホール
施設改修費
（繰越）

予算額 206,480,000 決算額文化ホール費

　長寿命化計画の一環として、屋根防水工事及び
設備改修工事（機械設備、電気設備）などを実施
した。
　中部地震に伴い、工事が出来ない期間があった
ため、工事完成期限を延長し事業費の一部を繰越
した。
　（平成29年度への繰越明許費49,875千円）

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

又は事業 平成27年度からの繰越分

決算額

12,832,560

文化ホール
施設改修費

決算額

82,400,000

19,500,000
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55-56 款 項 目 円 円

鳥取県文化施設協会費

10,000 円

ＭＯＣ運営補助金

150,000 円決算額

206,480,000 決算額 156,129,239

中　事　業　別

決算書
ページ

総務費 総務管理費 文化ホール費 予算額

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

又は事業 　総合文化ホールの舞台運営をサポートしている
「三朝オペレーター倶楽部」へ助成し、同団体の
活動を支援した。

中 事 業 鳥取県文化施設
協会費

10,000

又は事業 　鳥取県文化施設協会が実施する技術講習会等に
参加し、舞台運営の技術の学習と県内外の文化施
設運営等の情報収集により、職員の資質向上を
図った。

決算額

中 事 業

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円）

ＭＯＣ運営補助金
150,000

平成２８年度  決  算  説  明  資  料
主管課名　　総合文化ホール
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77-78 款 項 目 円 円

維持管理経費 委託料

光熱水費

1,110,089 円 修繕料

その他

合　計

維持管理経費 委託料

光熱水費

1,940,078 円 修繕料

その他

合　計

97-98 款 項 目 円 円

臨時職員賃金等

賃金

1,766,473 円 社会保険料

合　計

　地域住民の地域振興活動の拠点として、施設の
維持管理を行った。
　また、トイレの一部洋式化とエアコン改修（和
室）により利用者の利便性と快適性の確保に努め
た。

414,669

184,193

138,843

633,701

1,052,016

農林水産業費 農業費

中 事 業 三徳地区多目的
研修会施設
一般経費又は事業

決算額

80,676

1,537,585

228,888

1,766,473

臨時職員賃金等

1,110,089

1,940,078

　文化ホール業務において、臨時職員を配置し、
きめ細やかなサービスに努めた。

決算額

農林研修施設等管理費 84,338,199

372,384

　地域住民の地域振興活動の拠点として、施設の
維持管理を行った。

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

平成２８年度  決  算  説  明  資  料
主管課名　　総合文化ホール

決算額予算額 84,997,000

中　事　業　別

決算書
ページ

中 事 業

又は事業

決算額

小鹿地区多目的
研修会施設
一般経費

予算額 41,919,000 40,560,197決算額

施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

社会教育費

又は事業

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円）

173,685

社会教育総務費

中　事　業　別

中 事 業

決算書
ページ

教育費
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99-100 款 項 目 円 円

三朝町高勢公民館管理費

三朝地区公民館管理費

1,992,661 円 三朝町竹田公民館管理費

賀茂地区公民館管理費

合　計

公民館活動総合賠償保険料 　

318,000 円 　 　

103-104 款 項 目 円 円

竹田地区体育館一般管理経費

412,046 円

　地域住民のスポーツ活動を支援するため、施設
の維持管理を行った。

412,046

中　事　業　別 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

教育費 社会教育費

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円）

平成２８年度  決  算  説  明  資  料

　地域住民の地域振興活動の拠点として、施設の
維持管理を行った。

　地域住民の地域振興活動における不慮の事故等
に対応するため、総合賠償保険に加入した。

公民館費 予算額 2,770,000 決算額

中 事 業

又は事業

12,606,000 決算額予算額

賠償保険料

453,459

決算書
ページ

2,310,661

主管課名　　総合文化ホール

11,871,824

318,000

施 策 事 業 の 実 施 状 況　　　　　（単位：円） 施 策 の 成 果 及 び 事 業 効 果

692,163

決算額

竹田地区体育館
一般管理経費

保健体育費 体育施設管理費

決算額

又は事業

中　事　業　別

決算書
ページ

教育費

中 事 業

決算額

地区公民館管理費
中 事 業

又は事業

公民館活動総合

437,038

410,001

1,992,661
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【一般会計】

事業区分
決算書
ページ

所管 予算事業名
決算額
（円）

実施状況 事業概要等

避難対策 危機管理課 避難所設置費 989,441 完了 避難所運営費（総合文化ホール内）

避難対策 総務課 避難所設置費（人件費） 2,515,712 完了 避難所運営に係る職員人件費

避難対策 福祉課 避難所開設委託費等 139,920 完了 外部避難所開設委託費

避難対策 総務課 避難所設置費（臨時職員賃金等） 26,800 完了 避難所運営に係る臨時職員賃金

避難対策 危機管理課 災害用備蓄物資整備費 397,213 完了 災害備蓄物資の補充費等

避難対策 総務課 災害対策本部運営費（中部地震対策） 9,557,224 完了 災害対策本部設置に係る職員人件費

避難対策 危機管理課 消防団出動費（中部地震対策） 2,358,100 完了 被害確認等に係る消防団出動費

避難対策 財務課 応急対策等費（中部地震対策） 3,119,196 完了 ブルーシート等の配布用物資購入費

避難対策 企画観光課 災害対策情報広報費（中部地震対策） 140,400 完了 広報臨時号の発行等

避難対策 総務課 災害対策本部運営費（臨時職員賃金等） 148,290 完了 災害対策本部設置に係る臨時職員賃金

生活再建 51-52 企画観光課 集落公民館等災害復旧補助金（中部地震対策） 2,674,000 一部繰越 集落公民館復旧補助金

生活再建 69-70 危機管理課 住宅応急修理費 2,663,658 完了 半壊以上の被災住宅への修繕支援金

生活再建 71-72 建設水道課 小型合併処理浄化槽整備事業（個人）（中部地震対策） 804,000 完了 小型合併浄化槽設置費補助（地震被害分）

生活再建 危機管理課 被災者住宅再建支援補助金 12,724,086 一部繰越 被災住宅の修繕補助金（上限30万円）

生活再建 危機管理課 被災者住宅修繕支援金 35,350,000 一部繰越 損害割合に応じた補助金（上限５万円）

生活再建 町民税務課 り災証明書発行等事業 1,161,743 一部繰越 被災家屋等の調査及び証明書発行費

生活再建 町民税務課 ガレキ等処理事業（中部地震対策） 2,397,729 完了 災害廃棄物の受入れ及び処理

生活再建 - 危機管理課 被災宅地復旧事業補助金 全額繰越

地域経済 企画観光課 消費喚起支援事業補助金（中部地震対策） 4,776,040 完了 プレミアム付き商品券の発行等支援

地域経済 企画観光課 元気な三朝温泉発信事業補助金（中部地震対策） 30,000,000 完了 風評被害払拭に向けたPR活動補助金

災害復旧 文化ホール 総務管理施設復旧事業（文化ホール・中部地震対策） 2,485,080 完了 総合文化ホール（客室照明等）

災害復旧 福祉課 社会福祉施設復旧事業（中部地震対策） 1,051,520 完了 福祉センター（内壁等）

災害復旧 文化ホール 農林研修施設復旧事業（中部地震対策） 46,440 完了 小鹿地区多目的研修会施設（ガラス）

災害復旧 企画観光課 観光施設復旧事業（中部地震対策） 36,000 完了 観光商工センター（ガラス）

鳥取県中部地震関連事業実施状況

69-70

83-84

49-50

89-90
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事業区分
決算書
ページ

所管 予算事業名
決算額
（円）

実施状況 事業概要等

災害復旧 建設水道課 公共土木施設応急復旧事業（中部地震対策） 3,877,819 一部繰越 道路施設の応急復旧費

災害復旧 建設水道課 町営住宅復旧事業（中部地震対策） 7,502,164 一部繰越 町営住宅（屋根等）

災害復旧 教育総務課 中学校施設復旧事業（中部地震対策） 69,482 完了 三朝中学校（内壁等）

災害復旧 図書館 社会教育施設復旧事業（図書館・中部地震対策） 253,930 一部繰越 みささ図書館（屋根等）

災害復旧 教育総務課 学校給食施設復旧事業（中部地震対策） 140,400 完了 調理センター（空調設備等）

災害復旧 企画観光課 多目的展示施設復旧事業 213,840 完了 多目的展示施設（空調機器等）

災害復旧 財務課 町有財産復旧事業（中部地震対策） 829,440 完了 やなせ公園トイレ（屋根）

災害復旧 総務課 役場庁舎復旧事業（中部地震対策） 345,600 完了 役場庁舎（内壁等）

災害復旧 企画観光課 庁内ネットワーク等復旧費(中部地震対策） 392,688 完了 事務用機器（パソコン）

災害復旧 75-76 農林課 共同利用施設災害復旧事業（鳥取県中部地震関連） 136,176 一部繰越 倉吉梨選果場等の共同利用施設復旧支援

災害復旧 77-78 建設水道課 集落排水処理事業特別会計繰出金（うち災害復旧分） 162,000 完了 集落排水処理事業会計への繰出金

災害復旧 建設水道課 補助災害復旧事業（農地） 4,942,996 一部繰越 農地災害復旧費

災害復旧 建設水道課 補助災害復旧事業（農業用施設） 2,754,600 一部繰越 水路等農業用施設災害復旧費

災害復旧 建設水道課 補助災害復旧事業（林道） 9,414,360 一部繰越 林道災害復旧費

災害復旧 建設水道課 災害復旧単独事業（しっかり守る農村基盤交付金） 全額繰越 地震復旧分を繰越（決算額は大雨災害分）

災害復旧 建設水道課 補助災害復旧事業（道路） 11,134,516 一部繰越 町道災害復旧費

災害復旧 総務課 災害復旧費職員人件費 704,061 完了 災害復旧事業に係る職員人件費

災害復旧 教育総務課 補助災害復旧事業（小学校） 1,151,198 一部繰越 小学校災害復旧費（内壁等）

災害復旧 子育て健康課 補助災害復旧事業（保育園） 5,524,200 完了 保育園災害復旧費（内壁等）

災害復旧 社会教育課 単独災害復旧事業（社会体育施設） 2,160,000 一部繰越 陸上競技場、野球場及び武道館（亀裂等）

災害復旧 企画観光課 単独災害復旧事業（総合スポーツセンター） 5,562,000 一部繰越 総合スポーツセンター（内壁等）

災害復旧 - 建設水道課 単独災害復旧事業（公共土木施設） 全額繰越 町道災害復旧費

一般会計分　合計① 172,834,062

19,392,296

57,775,216

34,776,040

60,890,510

105-
--106

避難対策費（避難所運営費、災害対策本部設置費、物資購入費等）

生活再建支援費（ガレキ等処理事業、被災者住宅再建支援補助金等）

地域経済対策費（元気な三朝温泉発信事業補助金等）

災害復旧費（土木施設・公共施設・農林業施設等復旧費）

49-50

107-
--108
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【特別・企業会計】

事業区分
決算書
ページ

所管 予算事業名
決算額
（円）

実施状況 事業概要等

災害復旧 建設水道課 応急復旧事業（簡易水道施設） 1,064,667 完了 応急復旧費、給水対応等費

災害復旧 建設水道課 補助災害復旧事業（簡易水道施設） 517,848 完了 簡易水道水源復旧費等

災害復旧 7-8 建設水道課 応急復旧事業（温泉配湯施設） 1,626,601 完了 温泉貯湯タンク復旧費

災害復旧 9-10 建設水道課 応急復旧事業（下水道施設） 297,000 完了 下水管路等応急復旧費

災害復旧 11-12 建設水道課 流域下水道事業負担金（うち災害復旧分） 896,430 一部繰越 流域下水道処理施設復旧に係る負担金

災害復旧 7-8 建設水道課 応急復旧事業（集落排水処理施設） 162,000 完了 排水管路、機器操作盤修繕費

災害復旧 - 建設水道課 水道施設災害復旧事業 3,552,514 完了 配水池、水道管路等復旧費

災害復旧 - 財務課 国民宿舎災害復旧事業 全額繰越 ブランナールみささ（内壁等）

特別・企業会計分　合計② 8,117,060

8,117,060

総合計　①＋② 180,951,122

避 難 対 策 費 19,392,296

生活再建支援費 57,775,216

地域経済対策費 34,776,040

災 害 復 旧 費 69,007,570

9-10

事
業
区
分

災害復旧費（上下水道・温泉配湯施設復旧費）
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平成２９年８月 

三朝町教育委員会 
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 教 育 ビ ジ ョ ン 

○ 学校教育は、集団での学習や生活をするなかで、互いに協力し合い、切磋琢磨し、様々な

ルールを学び、自主性や社会性など、生涯にわたり豊かに生きる基盤を身に付ける教育の

一端を担っています。 

○ 西小学校は国の定める学校規模の標準（12～18 学級）を満たしていますが、平成 31 年度

以降は順次単学級へ移行し標準より小さい規模（町教育委員会では小規模校と表現）とな

ります。 

○ 小規模校では、きめ細やかな指導が可能となるうえに、学年を超えた交流活動が主体とな

り、学校全体が家庭的な雰囲気で教育活動が展開できる良さがあります。 

〇 小規模校では、豊かな人間関係の中で社会性や確かな学力などを育成する指導や教育活

動の展開が不十分となっています。 

○ 集団の規模が小さい場合、実施できない指導や活動も多くあります。 

○ 南小学校の児童数の増加は見込めず、今後は１クラス１～５名で推移すると予想されま

す。 

○ 東小も増加傾向にありますが、１学年２クラスは望めない状況です。 

○ 人 と 郷 土 を 愛 す る 子 ど も  
○ 自 主 ・ 自 律 の 心 を も つ 子 ど も  
○ 夢 と 希 望 を も つ 子 ど も  

めざす子ども像 

将
来
の
大
人
像 

連 携 

家 庭 

保育園 

学校 
行 政 

地 域 

家庭、地域、保育園・学校、行政がそ

れぞれの役割を果たし、ともに協力 

町の責任において、学校教育・社会教育の実践、

子育て支援・生涯学習の条件整備 
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三  朝  町  サ  ン  サ  ン  プ  ラ  ン 

知 徳 体 

学校楽楽 

プラン 

各学校 

特色プラン 

マナーアップ 

プラン 

○保護者、地域との連携 
○自然や人材の活用と発信 

こんな子どもを育てたい!! 

バッチリズム 

推進プラン 

○わかる授業 
基礎的･基本的な学力 

○コミュニケーション 
かかわり合い 

○規範意識、あいさつ 
基本的生活習慣 

○豊かな心、支え合い 
仲間づくり 

○体力向上 
積極的な意欲 

○生活習慣の向上 

～ 三朝町教育委員会の考え方 ～ 

変化の激しいこれからの杜会を生きるために、確かな学力、豊かな人間性、心身の健康・体力の 

知・徳・体 をバランスよく育てる教育。 

 

１ 基礎的な知識・技能の習得 

２ 自ら課題を求め追究していく力の育成 

３ 何事にも主体的に取り組む力の育成 

４ 友だちの考えや思いを尊重し、共に力を合わせて問題を解決する力の育成 

５ 他人を思いやるやさしさや、素晴らしいものに感動する心などの育成 

６ 健康な身体と心を自らが育む態度の育成 

７ 故郷を知り、発展のために貢献する心や態度の育成 

８ 情報機器、先端技術等に対する興味関心と、それを正しく有効に活用できる基礎的資質や能力の育成 

９ グローバル化に向けた、国際社会の中で活躍できる能力や態度の育成 

10 将来の夢や希望を持ち、実現に向けて努力する態度の育成 

20年後、30年後の社会は…… 

・科学、経済、社会のあらゆる問題は、地球規模 

・人工知能ＡＩを搭載したロボットが普及 

・宇宙旅行が一般化 

・定住化から目的に応じた移住化 

・都市部は労働層が集中、地方は高齢者を中心とした安住の地へ 

・教育制度の変革、現在の学校制度は存在しているかどうか・・・ 

 学 校 教 育 目 標 

 

進んで心を鍛える子ども 

進んで体を鍛える子ども 
日々の努力を続ける子ども 

 
自分を大切にできる子ども 
相手を大切にできる子ども 

感動できる子ども 

自ら学ぶ子ども 
人や自然に学ぶ子ども 

問題解決をする子ども 
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児童生徒の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来像に向けたスケジュール （提案）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 交友関係が固定することなく、豊かな人間関係の中で、多様な意見や考えに触れながら、学び

生活できる学校 

○ 情報機器や最先端技術等に触れる教育活動を展開し、興味関心を高めるとともに、探求的、問

題解決的な学習が実施できる環境整備 

○ 障がい別の特別支援学級の設置や、習熟度や理解力の個人差に対応する少人数指導が可能な環

境の整備 

○ 町内全域を学びのフィールドとし、故郷三朝を愛し発展させるための教育活動 

○ 様々な個性や専門性を有する多くの教員を集団とした職員構成による、教職員の資質、指導力、

教師力の向上と、協働・協業の推進 

○ 義務教育９カ年の教育課程に連続性を持たせ、９カ年で子どもを育てるとともに、地域の教育

力を結集し、家庭・地域とともに子どもを育む仕組みが整備された学校 

○ 災害や不審者等に備えた安全、安心な学校 

三朝町教育委員会の考え方をまとめました、小学校統合は必須課題と考えております。 

 今後、町民の方々のご理解をいただきながら小学校統合を進めてまいりたいと考えています。 

（三朝町教育委員会事務局 教育総務課 電話４３－３５１０） 
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基本
設計

場所
決定

実施
設計

造成
工事

造成
設計

義務教育
学校の研究

校舎建設

37年度 38年度 39年度

義務教育
の将来像

新小学校
立上げ

32年度 33年度 34年度 35年度 36年度29年度 30年度 31年度

新校舎建設

次年度国費補助要望
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